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人口・世帯数 4 月 1日現在（前月比）
人口　37,750人（－
男性　18,159 人（－
女性　19,591人（－
世帯　15,912戸（＋

23 人）
16 人）
7 人）

45 戸）



　白鳳中学校では、男子は詰襟学生服、女子はセー
ラー服の制服を採用してきましたが、近年、全国
で多様性に対応する制服の在り方が問われるよう
になる中、市内学校にも同様の相談が寄せられた
ことをきっかけに、新制服への意識が高まりまし
た。
　令和５年度より、教職員で構成された制服検討
委員会主導のもと、PTA にも参加いただき、様々
な立場の方の意見をふまえ、学校運営協議会の承
認を経て新制服のデザインを決定しました。

　新制服は機能性に優れ、紺色のブレザーと白の
ポロシャツは男女共通で、スラックスとスカート
は自由に選ぶことができます。　
　ボタンやエンブレムは校章の鳳凰をモチーフに
デザインし、ボタンは生徒の投票で選ばれました。
セーターやベストの着用は自由です。
　制服に対して、「スカートとスラックスが自由
に選択できるのがうれしい（新入生）」「新制服を
１番最初に着れるのがうれしい（新入生）」「今風
でうらやましい（在校生）」などの声を聞きました。

白鳳中学校に聞きました白鳳中学校に聞きました白鳳中学校に聞きました

新しくなりました
白鳳中学校の制服が
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　伝統ある制服から今回の新制服へと変えるこ
とは大変大きな決断でした。今回の制服変更は
単なる服装の変更ではなく、白鳳中学校のお互
いを認め合うなかまづくりの象徴と考えます。
　　　　　外見を変えるだけでなく、それをま
　　　　とう一人ひとりの心を包み込み、認め
　　　　合う、まさに白鳳中学校のダイバーシ
　　　　ティ（多様性）を実現する象徴と考え
　　　　ます。  　　　 

お互いを認め合うなかまづくりの象徴として　　
白鳳中学校　中川校長

校章が刺繍された
オリジナルエンブレム

新制服のポイント！ 新制服のポイント！ 
オリジナルボタン

白鳳中学校の象徴であ
る鳳凰のデザイン

オリジナルシャツ＆ニット
オリジナル刺繍入り！
シャツの襟裏はネイビーで汚れが目立ちにくい！

安全性
夜道も安全！袖のボタンの
代わりに反射素材を使用

スラックス

スカート

グリーン×ゴールドの
チェック柄

洗濯機で洗えます！
ジャケット・スラックス・
スカート、すべて洗濯機
で洗えてお手入れが簡単

デザインは生徒
の投票で決定！

Ｑ．兄姉が使っていた制服が
　　あるけど、新１年生は着てもよいの？
Ａ．新１年生も現行の制服を着用すること
　　ができます！
　　また、新２・３年生が新
　　制服を購入して着用する
　　ことも、もちろん可能
　　です！３年かけて新制服
　　に移行していきます。

教えて！
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昨
年
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
信
任

を
賜
り
、
３
期
目
の
葛󠄀
城
市
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
市
長
選
挙
は
、

葛
城
市
が
誕
生
し
た
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
有
権
者
と
な

り
、
市
政
の
代
表
者
を
選
ぶ
最
初

の
選
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
市
政
へ
の
期
待
を
考
え
ま

す
と
、
改
め
て
課
せ
ら
れ
た
使
命

と
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続

き
葛
城
市
長
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
、
本
市
の
発
展

の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
を
重
ね

て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
、
３
期
目
に
お
き
ま
し
て

は
、
観
光
施
策
の
推
進
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
、
市
民
の
皆
様
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
高
い

水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
葛
城
市
の
更
な
る
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

　
本
市
に
あ
り
ま
す
観
光
資
源
に

は
、
創
意
工
夫
で
更
な
る
魅
力
が

引
き
出
さ
れ
る
も
の
、
未
だ
活
用

で
き
て
い
な
い
潜
在
的
な
も
の
が

数
多
く
あ
り
、
新
年
度
は
３
つ
の

観
光
資
源
の
活
用
に
焦
点
を
当
て

て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

し
あ
わ
せ
の
森
公
園
で
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
４
月
20
日
に
20
周
年
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
、
し
あ
わ
せ
の
森
公
園
の

「
第
１
回
芝
桜
ま
つ
り
」
は
、
市

内
外
か
ら
約
１
万
人
の
来
場
者
が

訪
れ
、
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
い

た
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
こ
の
芝
桜
ま
つ
り

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
開
花

時
期
に
合
わ
せ
、
９
日
間
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
さ

せ
、
本
市
の
魅
力
発
信
の
起
爆
剤

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

奈
良
県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
跡
地

利
用
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
３
年

よ
り
休
館
と
な
っ
て
お
り
ま
す
奈

良
県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
者
で
あ
る

奈
良
県
と
連
携
し
、
滞
在
型
の
施

設
誘
致
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
お
き
ま
し
て
、「
空

間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

事
業
」
を
実
施
し
、
民
間
建
築
家

等
の
発
想
を
取
り
入
れ
、
地
域
経

済
や
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
発

展
に
寄
与
す
る
活
用
方
法
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「（
仮
称
）
西
の
山
の
辺
の
道
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
背

景
と
し
た
山
麓
エ
リ
ア
に
は
、
の

ど
か
な
日
本
の
原
風
景
が
残
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
に
来

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ
い

を
創
出
し
て
同
エ
リ
ア
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
い
た
し
ま

し
て
、「（
仮
称
）
西
の
山
の
辺
の

道
事
業
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
広
域
連
携
に
よ
る
事
業

展
開
を
見
据
え
つ
つ
、
新
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
葛
城
市
内
の

ル
ー
ト
整
備
に
向
け
た
現
地
調
査

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施政方針施政方針
令和 7 年度令和 7 年度

葛城市長　阿古 和彦葛城市長　阿古 和彦葛城市長　阿古 和彦
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農
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
農
業
資
材

の
高
騰
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
る
耕
作
放
棄
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
喫

緊
の
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
農
業
振
興
施
策
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
外

の
食
料
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
の

施
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
農
地
を
保
全

し
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
耕

作
放
棄
地
に
つ
い
て
抜
本
的
な
解

消
を
図
る
た
め
、
新
た
な
組
織
体

の
立
ち
上
げ
等
の
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
「
耕
作
放
棄
地
対
策

検
討
業
務
」
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

當
麻
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
の
再
編
に

つ
い
て

　
「（
仮
称
）
當
麻
複
合
施
設
」
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
５
年

度
よ
り
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
年
度
か
ら
よ
う
や
く

當
麻
文
化
会
館
の
大
規
模
改
修
工

事
に
着
手
す
る
と
同
時
に
、
運
営

や
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
化
に
つ
き
ま

し
て
も
民
間
活
力
の
導
入
を
念
頭

に
、
よ
り
一
層
検
討
を
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
長
年
市
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
當
麻

文
化
会
館
は
令
和
７
年
３
月
を
以

て
休
館
し
、
令
和
８
年
秋
以
降
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
庁
舎
機

能
・
図
書
館
機
能
・
文
化
会
館
機

能
等
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
活
用
の
導
入
を
含

め
た
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
當

麻
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
年
度
中
に
事
業
者
の

公
募
を
行
い
、
本
格
的
に
事
業
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
ま
れ
変
わ
る
當
麻

庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
公

共
空
間
の
活
性
化
と
複
合
施
設
の

開
館
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る

た
め
、「
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
の
手
法
で
社
会
実
験

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
市
民
の
皆
様
の
生
命
や
財
産
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
近
い
将

来
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
巨
大
地

震
、
近
年
の
線
状
降
水
帯
に
よ
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
に
対
し
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
最
優
先
に
予
算

付
け
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
特
に
地
震
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ

派
遣
し
た
職
員
か
ら
の
報
告
を
も

と
に
、
被
災
地
の
状
況
を
可
能
な

限
り
分
析
し
た
結
果
、
避
難
所
等

を
実
施
し
、
民
間
の
自
由
な
発
想

に
よ
る
公
共
空
間
利
用
を
通
し
た

賑
わ
い
の
創
出
や
、
公
共
施
設
利

用
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ル
ー
ル
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
お
け
る
ト
イ
レ
問
題
へ
の
対
策

と
、
各
方
面
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

救
援
物
資
や
応
援
職
員
の
受
援
体

制
の
構
築
及
び
拠
点
の
整
備
を
重

点
事
業
と
据
え
、
早
急
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
問
題
へ
の
対
策
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
に
導

入
し
た
小
型
ト
イ
レ
カ
ー
２
台
に

加
え
て
、
新
年
度
は
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
多
目
的
タ
イ
プ
の
小
型
ト

イ
レ
カ
ー
を
１
台
導
入
し
て
計
３

台
体
制
と
し
、
有
事
の
際
に
出
動

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
平
時
に

お
き
ま
し
て
も
市
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
動
し
、
市
民
の
皆
様
へ
災
害
時

の
ト
イ
レ
対
策
の
大
切
さ
に
つ
い

て
啓
発
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
受
援
体
制
の
構
築
及
び
拠
点
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
方
面

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
の
受
援
計
画
の

策
定
、
物
資
を
一
時
保
管
し
、
避

難
所
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に

対
応
で
き
る
受
援
拠
点
の
整
備
、

さ
ら
に
自
衛
隊
や
他
団
体
の
応
援

職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が

効
率
よ
く
活
動
で
き
る
拠
点
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
民
間
の
ご

協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進

め
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な

衛
星
通
信
を
使
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
整
備
や
、
停
電
時
の
電

源
確
保
の
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

移
動
式
発
電
装
置
の
導
入
等
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
の
事
柄
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
、

誰
も
が
住
み
よ
い
葛
城
市
と
な
る

よ
う「
市
民
第
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
根
底
に
据
え
つ
つ
、「
教
育
環

境
の
充
実
と
子
育
て
支
援
」「
高

齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」

「
令
和
の
葛
城
市
の
産
業
の
活
性

化
」「
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
災
害
対
策
」「
堅
実
な
財
政
へ

の
改
革
と
健
全
化
」「
環
境
に
や

さ
し
い
葛
城
市
」
を
政
策
の
軸
と

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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令和 7 年度 主要な事業
は新規事業金額は令和 7 年度予算額（万円未満を四捨五入） ／

（仮称）當麻複合施設整備事業および
周辺エリア活用事業　         【9 億5103 万円】
庁舎・文化会館・図書館等を複合化させた

（仮称）當麻複合施設を整備するために、大
規模改修工事を行います。また、當麻庁舎
跡地の利活用にかかる事業者の公募、選定
などを行います。

新庄小学校管理棟および屋内運動場長寿命化
改修事業　　　　 　　　　  【1 億8603 万円】
葛城市学校施設長寿命化計画に基づき、新
庄小学校管理棟および屋内運動場の長寿
命化改修を行います。

新庄庁舎トイレ等環境改善事業 
　　　　　　　　　　　　　　  【6024 万円】
新庄庁舎１階トイレについて、拡充およびユ
ニバーサルデザインに配慮した全面改修工
事を行います。

新庄庁舎昇降機改修事業　         【4103 万円】
新庄庁舎エレベータの改修工事を行います。

新庄文化会館昇降機改修事業      【2530 万円】
新庄文化会館エレベータの改修工事を行い
ます。

屋内運動場空調設備整備計画策定事業　　　
　　　　　　　　　　               【1782 万円】
施設利用者の環境改善と避難所としての機
能向上のため、屋内運動場に空調設備を新
設するにあたり、最も効果的な手法を探る
ための計画を策定します。

学童保育所整備事業　 　       【1213 万円】
利用ニーズ増加に対応するため、忍海小学校
区学童保育所整備にかかる設計を行います。

高齢者帯状疱疹予防接種事業 
【1080 万円】

帯状疱疹予防接種を実施します。

児童用机椅子更新事業　　　　　 【762 万円】
小学６年生の児童用机および椅子を更新します。

火葬場待合棟トイレ改修事業　　  【700 万円】

山麓公園利用者も使用できるように、火葬場
待合棟のトイレを多目的トイレに改修します。

不妊治療費助成事業　　　  　  　 【586 万円】
従来より実施している一般不妊治療費助成に、生
殖補助医療にかかる助成を拡充します。

耕作放棄地対策検討事業　 　　   【550 万円】

年々増加傾向にある耕作放棄地について抜本
的な解消を図るため、新たな組織体の立ち上
げ等の方法について検討を行います。

空間デザインコンペティション事業 
   【200 万円】

奈良県社会教育センター跡地について、施設
空間デザインのコンペティションを行います。

防犯カメラ設置補助事業 　  　    【150 万円】
大字における防犯カメラの設置に際し、設置費
用の 1/2 を補助します（上限 15 万円）。

アピアランスケア支援事業   　　    【81 万円】
がん治療に伴う外見変化を補完するための医
療用ウィッグや乳房補整具について購入費用
の 1/2 を助成します（上限２万円）。
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い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
増
加
傾
向
に
あ
る
来
館
者
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
対
応
す
べ

く
、
新
た
な
用
地
取
得
と
整
備
工

事
の
計
画
を
進
め
、
並
行
し
て
災

害
時
の
指
定
避
難
所
と
し
て
の
防

災
機
能
の
強
化
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業

　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
令
和
６

年
度
に
開
始
し
た
一
般
介
護
予
防

教
室
を
、
参
加
人
数
を
増
や
し
て

実
施
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
係
る
２
期

目
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
多
様
な
分
野
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
共
生
の
文

化
が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
の
充
実

　
障
が
い
児
・
障
が
い
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
手
話
へ
の
理

解
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
障
が
い

に
対
す
る
理
解
促
進
に
努
め
ま

す
。

人
権
の
尊
重

　
講
演
会
や
市
民
講
座
等
の
人
権

教
育
や
人
権
啓
発
を
継
続
し
て
行

う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
団
体

等
と
連
携
し
、
人
権
尊
重
の
精
神

が
基
盤
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

　
「
第
２
次
葛
城
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
払
拭

し
、「
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

そ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
悩
み
に
寄
り
添
う
相
談
事

業
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
啓
発

を
行
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

り
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

々
に
対
し
て
、
自
立
に
向
け
て
切

れ
目
な
く
生
活
再
建
ま
で
包
括
的

に
支
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
と

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進　

 

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣

言
に
基
づ
く
取
組
み
の
一
環
と
し

て
、
本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
削
減
す
る
た
め
の
具
体
的

な
目
標
や
施
策
に
関
す
る
実
行
計

画
を
策
定
し
、
本
市
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
に
つ
い
て
、
２
０
５
０

年
ま
で
の
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

の
関
わ
り
に
不
安
が
あ
る
こ
と
等

に
よ
り
就
労
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
一
般
就
労
に
向
け
た
基
礎
能

力
形
成
段
階
か
ら
の
支
援
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

雇
用
の
創
出

　
明
日
香
村
・
葛
城
市
商
工
会
・

明
日
香
村
商
工
会
と
と
も
に
設
立

し
た
「
大
和
飛
鳥
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
創
出
協
議
会
」を
活
用
し
、

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
求
職
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

歴
史
や
文
化
の
保
護
・
活
用

　
歴
史
文
化
遺
産
を
守
り
後
世
に

循
環
型
社
会
形
成
の
推
進　

　
皆
様
の
ご
協
力
で
順
調
に
進
ん

で
い
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
の
分
別
に
加
え
、
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
向
け
て
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
ご
み
の
減

量
化
を
図
り
、
環
境
啓
発
を
行
う

こ
と
で
、
循
環
型
社
会
形
成
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

各
種
森
林
・
林
業
施
策

　
危
険
木
等
の
伐
採
を
行
う
と
と

も
に
、
調
査
し
た
山
林
部
の
地
番

図
を
も
と
に
、
森
林
施
業
及
び
保

護
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業

　
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
施

設
の
更
新
等
を
行
い
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
な
が

ら
、
適
正
管
理
に
よ
り
公
園
利
用

者
の
安
心
・
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

伝
え
る
た
め
、市
内
各
所
の
国
宝・

重
要
文
化
財
等
の
保
存
修
理
事
業

や
、
市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
等
を

行
い
ま
す
。
歴
史
博
物
館
で
は
季

節
ご
と
に
企
画
展
や
特
別
展
を
開

催
し
、
本
市
の
多
様
な
歴
史
的
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

當
麻
寺
練
供
養
映
像
制
作
等
事
業

　
国
の
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
當
麻
寺
練
供
養

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

本
市
の
伝
統
文
化
を
後
世
に
永
く

伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

映
像
を
制
作
し
、
歴
史
博
物
館
で

実
施
す
る
展
示
会
等
で
広
く
活
用

し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
食
育
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
開
始
し
た
「
第

３
期
葛
城
市
健
康
増
進
計
画
」「
第

２
期
食
育
推
進
計
画
」「
第
２
期

自
殺
対
策
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

市
民
み
ん
な
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
構
築

豊
か
な

自
然
の
保
全
・
継
承

誰
も
が
生
涯
健
康
で

過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

歴
史
・
文
化
と

調
和
的
な
地
域
づ
く
り

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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歯
周
病
検
診

　
20
歳
か
ら
70
歳
の
節
目
年
齢
の

方
を
対
象
と
し
て
、
歯
周
病
検
診

を
実
施
し
、
歯
や
口
腔
の
健
康
づ

く
り
を
図
り
、
全
身
に
お
け
る
健

康
の
保
持
増
進

に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業

　
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
と
し

て
定
期
接
種
化
さ
れ
る
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、安
心

し
て
接
種
で
き
る
よ
う
、
体
制
の

整
備
と
周
知
啓
発
に
努
め
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
一
般
不
妊
治
療
費
に
加
え
、
生

殖
補
助
医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
し
、
若
い
世
代

が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
し
て
妊
娠
・

出
産
を
視
野
に
入
れ
、
積
極
的
な

治
療
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
事
業

　
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化

に
伴
う
不
安
や
悩
み
を
軽
減
し
、

生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
た
支
援

と
し
て
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳

房
補
整
具
の
購
入
費
用
の
２
分
の

１
を
助
成
し
ま
す
（
上
限
２
万

円
）。

認
知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向
上
事
業

　
認
知
症
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

場
や「
認
知
症
予
防
教
室
」と
い
っ

た
認
知
症
に
つ
い
て
知
る
機
会
の

提
供
、「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
」
等
を
通
じ
て
予
防
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
適
切
な
時
期
に
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

家
族
介
護
支
援
事
業

　
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
・
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者

の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
我
が
家
で
生
活
を
続
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
整
備
を

継
続
し
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
、
可
能

な
限
り
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
た
地
域
の
体
制
づ
く
り
を
一

層
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

互
助
を
基
盤
と
し
た
仕
組
み
づ
く

り
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
積
極
的

な
社
会
参
加
や
介
護
予
防
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度　
　

　
国
民
健
康
保
険
は
、「
国
民
健

康
保
険
の
県
単
位
化
」が
実
現
し
、

「
同
じ
世
帯
構
成
・
所
得
水
準
で

あ
れ
ば
、
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
も

保
険
料
（
税
）
水
準
が
同
じ
」
と

い
う
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
奈
良

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
被

保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

注
力
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

は
、
令
和
６
年
12
月
よ
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み

へ
移
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
マ

福
祉
医
療
費
助
成
事
業

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
福
祉
医
療
制
度
を
実
施

し
、
子
育
て
家
庭
の
福
祉
の
増
進

に
努
め
ま
す
。

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
お
伝
え

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
な
る
普

及
に
繋
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
い
、
施
設
の
活
用
増
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
９
年
に

開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
７
関

西
」
に
お
い
て
、
本
市
が
開
催
地

で
あ
る
綱
引
競
技
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
大
会

に
向
け
て
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま

す
。

妊
娠
期
か
ら
包
括
的
支
援
の
充
実

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
か
ら

実
施
す
る
伴
走
型
の
相
談
支
援
を

継
続
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
１
か

月
児
健
康
診
査
を
実
施
し
、
病
気

の
早
期
発
見
と
保

護
者
へ
の
包
括
的

な
支
援
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

　
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
実
施
し
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
通
し
た
親
子
の
触
れ
合
い
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校

と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

活
動
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

教
育
・
学
習
に
よ
る

未
来
の
市
民
づ
く
り

学
童
保
育
事
業

　
忍
海
小
学
校
区
学
童
保
育
所
で

は
、
増
加
す
る
利
用
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
保
育
場
所
の
拡
大

等
に
向
け
、
新
た
な
学
童
保
育
所

の
建
築
計
画
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を

先
行
し
て
実
施
す
る
市
内
の
民
間

保
育
施
設
に
対
し
て
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
収
入
や
第
１
子
の

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
２
子
以

降
の
保
育
料
の
無
償
化
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
待
機
児
童
の
解
消

へ
の
取
組
み
で
は
、引
き
続
き「
潜

在
保
育
士
等
再
就
職
支
援
・
登
録

事
業
」
の
実
施
と
、
保
育
士
派
遣

業
務
委
託
に
よ
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
進
め
ま
す
。
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学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
た
め
に
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
学
習

支
援
活
動
や
環
境
整
備
支
援
活
動

等
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
事
業

　
新
庄
小
学
校
で
は
屋
内
運
動
場

の
大
規
模
改
修
工
事
を
、
當
麻
小

学
校
で
は
老
朽
化
し
た
空
調
設
備

の
更
新
工
事
を
、
白
鳳
中
学
校
の

武
道
場
で
は
柔
剣
道
場
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
各
小
・
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
で
は
、
よ
り
有
効
な
空
調
設
備

の
整
備
を
目
指
し
て
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

学
校
補
助
金
事
業

　

５
月
に
當
麻
小
学
校
が
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
し
、
学

校
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
伝
統
を
次

の
未
来
へ
受
け
継

い
で
い
く
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
、

創
立
記
念
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

学
校
情
報
化
推
進
事
業

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
、
令
和
２
年
度
に
整
備
し

た
児
童
・
生
徒
の
１
人
１
台
端
末

を
更
新
し
、
引
き
続
き
個
別
最
適

な
学
び
の
実
現
と
確
か
な
学
力
の

育
成
に
努
め
ま
す
。

部
活
動
地
域
移
行
事
業

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
中
学
校
部

活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
て
、
令

和
６
年
度
は
中
学
校
の
部
活
動
に

な
い
活
動
を
対
象
に
実
証
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
中
学

校
に
あ
る
部
活
動
を
対
象
に
加
え

て
実
証
事
業
を
行
い
、
運
営
組
織

の
検
討
や
実
現
に
向
け
た
課
題
等

を
抽
出
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

葛
城
市
未
来
人
材
育
成
事
業

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、企
業
や
大
学
、先
端
技
術

の
研
究
機
関
等
を
見
学
し
、
日
常

生
活
に
は
な
い
貴
重
な
体
験
が
で

き
る
機
会
を
引
き
続
き
創
出
し
ま

す
。

学
校
給
食
事
業

　
食
材
費
購
入
助
成
を
引
き
続
き

行
い
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
・
美

味
し
い
を
第
一
に
考
え
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
も
考
慮
し
な
が
ら
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
魅
力
あ
る

給
食
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
食

材
は
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
地
産
地
消
と

食
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

学
習
活
動
の
推
進

　
中
央
公
民
館・文
化
会
館
で
は
、

各
種
教
室
や
講
座
、
移
動
講
座
等

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
の
充
実

し
た
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

各
種
講
座
の
実
施

　
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆
様
の

知
識
の
習
得
と
向
上
に
よ
り
、
自

ら
の
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
短
歌
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
本
市
の
「
葛󠄀
城
市

民
歌
壇
」
の
取
組
み
を
通
し
て
、

日
本
文
化
の
発
展
と
継
承
に
取
り

組
み
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興

　
文
化
会
館
で
は
、
幅
広
い
世
代

の
方
々
が
楽
し
め
る
音
楽
や
演

劇
、
講
演
会
等
を
企
画・開
催
し
、

芸
術
文
化
の
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
多
彩
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
豊
か
な
知
性
や

情
操
を
涵
養
し
、
市
民
生
活
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

葛
城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定

　
平
成
29
年
７
月
に
策
定
し
た
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、計
画
内
容
を
検
証
し
、上
位
関

連
計
画
と
の
関
連
性
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
等
の
課
題
を
踏
ま

え
、20
年
先
の
本
市
を
見
据
え
て
、

2
か
年
で
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

尺
土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
、国
鉄・

坊
城
線
整
備
事
業

　
駅
前
広
場
や
立
体
横
断
施
設
等

を
整
備
し
、
駅
利
用
者
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
の
円
滑
な
移
動
と
安

全
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
早
期
の

事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。「
国

鉄
・
坊
城
線
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
未
着
手
区
間
の
道
路
拡
幅

工
事
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

社
会
資
本
道
路
改
良
事
業

　
本
市
の
工
業
地
域
に
お
け
る
物

流
等
を
支
え
る
「
市
道
新
町
・
柳

原
線
」
の
道
路
改
良
事
業
の
早
期

完
了
に
向
け
、
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
交
通
の
安
全
確
保
を
目

的
と
し
て
「
市
道
兵
家
・
南
今
市

線
」
と
県
道
御
所
香
芝
線
と
の
交

差
点
改
良
事
業
を
進
め
ま
す
。

橋
梁
定
期
点
検
事
業
・
道
路
新
設

改
良
事
業

　
橋
梁
の
計
画
的
な
維
持
・
管
理

に
取
り
組
み
、「
橋
梁
定
期
点
検

事
業
」
の
調
査
に
よ
り
危
険
度
が

比
較
的
高
い
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁

に
つ
い
て
、
早
期
の
修
繕
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
道
路
イ
ン

フ
ラ
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保

ち
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
。

「
ぐ
る
っ
と
か
つ
ら
ぎ
」
公
共
交

通
事
業

　
地
域
の
生
活
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、「
れ
ん
か
ち
ゃ
ん
バ
ス
」「
け

は
や
号
」「
予
約
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
」の
３
形
態
で
の「
ぐ
る
っ

と
か
つ
ら
ぎ
」
公
共
交
通
事
業
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
の
方
等
へ
の
運
転
免
許
返
納

後
に
お
け
る
移
動
支
援
や
、
市
民

の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
乗
車
料
金
の
無
償
化
を
行
い
ま

す
。

生
涯
学
習

に
よ
る
豊
か
な
心
の
涵か
ん
よ
う養

住
み
よ
い
ま
ち
を
支
え
る

社
会
基
盤
の
実
現
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工
業
系
ゾ
ー
ン
の
推
進

　
新
村
工
業
系
ゾ
ー
ン
は
、
南
側

近
隣
地
に
お
い
て
は
、
奈
良
県
に

よ
る
「
御
所
Ｉ
Ｃ
周
辺
産
業
集
積

地
造
成
事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
相
乗
効
果
に
よ
り
更
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
奈

良
県
と
連
携
し
な
が
ら
企
業
へ
の

誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
・
商
工

会
補
助
金
等

　
「
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
」

「
中
小
企
業
者
経
営
改
善
資
金
利

子
補
給
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、

商
工
会
や
「
奈
良
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
と
の
連
携
も
密
に
し
な
が

ら
、
商
工
業
者
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
中
南
和
広
域
に
て
事

業
者
支
援
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
業

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
関
連
事
業

　

８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る

「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
世
界
を
ひ
と
つ

に
す
る
！
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
５
」
に
、
相
撲
に
ゆ
か
り

の
あ
る
自
治
体
と
し
て
本
市
も
参

加
し
、
け
は
や
相
撲
甚
句
会
に
よ

る
相
撲
甚
句
の
披
露
、
着
ぐ
る
み

に
よ
る
相
撲
体
験
等
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
意
し
、「
相
撲
発
祥
の
地・

葛
城
市
」を
国
内
外
に
広
く
周
知

し
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
整
備

　
本
市
を
中
南
和
観
光
の
基
点
と

す
べ
く
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
市
内
へ
訪
れ
る
観
光
客

数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
泊

施
設
の
需
要
を
掘
り
起
こ
し
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
旅
行
者
の
動
向
を
分
析
し
、

宿
泊
施
設
に
関
す
る
調
査
・
研
究

を
進
め
ま
す
。

賑
わ
い
創
出
事
業

　
け
は
や
ち
ゃ
ん
こ
鍋
コ
ン
テ
ス

ト
に
関
連
し
た
事
業
を
実
施
し
、

「
相
撲
発
祥
の
地
・
葛󠄀
城
市
」
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

カ
ー
の
一
般
家
庭
へ
の
普
及
・
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

災
害
・
火
災
等
発
生
に
対
す
る
備
え

　
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
を
行

い
、
危
険
箇
所
や
避
難
経
路
を
再

度
確
認
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

避
難
所
の
生
活
環
境
の
改
善
と
し

て
は
、
電
源
や
通
信
環
境
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
を
図
り
、
災
害

等
の
発
生
時
の
情
報
伝
達
体
制
の

強
化
や
支
援
体
制
の
充
実
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
発

生
し
た
大
地
震
の
実
情
を
踏
ま

え
、
火
災
の
一
因
で
あ
る
電
気
火

災
の
防
止
に
有
効
な
感
震
ブ
レ
ー

相
撲
館
事
業

　
け
は
や
ま
つ
り
や
ワ
ン
パ
ク
相

撲
大
会
等
、
相
撲
を
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
様
々
な
催
事
の
実
施
に
加

え
、
多
言
語
対
応
の
本
市
観
光

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
本
市
の
玄
関

口
の
道
路
沿
い
２
箇
所
に
設
置
し

た
多
言
語
観
光
案
内
看
板
に
よ
る

国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き
行

い
、
相
撲
館
へ
の
来
館
者
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

移
住
定
住
推
進
事
業

　
全
国
向
け
に
本
市
へ
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
本
市
の

良
さ
や
暮
ら
し
の
魅
力
を
お
伝
え

す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
て
広
く
発
信
し
ま

す
。
ま
た
、「
す
む
な
ら
葛
城
市

住
宅
取
得
補
助
事
業
」
や
「
葛
城

市
移
住
支
援
金
」
の
支
給
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

産
業
振
興
に
よ
る

地
域
の
稼
ぐ
力
の
向
上

安
心
・
安
全
な

生
活
環
境
の
整
備

自
主
防
災
組
織
等
の
強
化

　
自
然
災
害
等
の
発
生
時
に
地
域

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

い
た
だ
く
「
防
災
士
」
へ
の
支
援

や
、
自
助
・
共
助
の
精
神
が
培
わ

れ
た
自
主
防
災
組
織
へ
の
活
動
支

援
を
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

と
と
も
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
事
業

　
「
葛
城
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
や
改
修
費
用
に
対
す
る
補
助
制

度
や
、「
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診

断
助
成
事
業
」、「
既
存
木
造
住
宅

耐
震
改
修
工
事
補
助
金
交
付
事

業
」
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

上
下
水
道
事
業

　
水
道
事
業
で
は
、
水
質
の
安
全

対
策
を
万
全
に
し
つ
つ
安
定
供
給

に
努
め
ま
す
。
浄
水
場
の
設
備
更

新
に
つ
い
て
は
、
各
浄
水
場
の
補

修
整
備
計
画
等
に
基
づ
き
計
画
的

に
実
施
し
、
新
た
な
自
己
水
源
を

確
保
す
る
た
め
新
規
水
源
調
査
を

行
い
ま
す
。
下
水
道
事
業
で
は
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
き
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

管
理
し
、更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
管
に
進
入
し
て
く
る
雨
水

や
地
下
水
等
の
対
策
と
し
て
は
、

不
明
水
調
査
を
進
め
ま
す
。
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児
童
の
登
下
校
等
に
伴
う
安
全
の

確
保

　
交
通
事
故
多
発
地
点
等
の
危
険

箇
所
で
は
、
啓
発
看
板
の
設
置
等

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
抑
制
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
青
色
防
犯
パ
ト

交
通
安
全
対
策

　
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

補
助
事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
、

交
通
事
故
に
お
け
る
死
傷
者
の
減

少
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、「
幼

児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
費
補

助
金
」
や
「
自
動
車
急
発
進
制
御

装
置
設
置
補
助
金
」交
付
事
業
も
、

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
路
面
サ
イ
ン
等
の
設
置
を
行

い
ま
す
。
尺
土
駅
西
側
の
磐
城
第

３
号
踏
切
、
尺
土
駅
東
側
の
尺
土

第
１
号
踏
切
に
つ
い
て
は
、
視
覚

障
が
い
者
の
方
が
安
全
か
つ
円
滑

に
歩
行
で
き
る
よ
う
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

通
学
路
に
お
け
る
安
全
確
保
の
た

め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
増
設
や

危
険
箇
所
の
安
全
対
策
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
事
業

　
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」を
御
所

市
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
引
き
続

き
設
置
し
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止
に
向
け
た
消
費
者
教
育

や
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
の
強
化

　
特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器
購

入
費
用
の
一
部
補
助
を
継
続
し
て

行
い
、
深
刻
化
す
る
高
齢
者
の
特

殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
市
内
巡
回
の

継
続
し
た
実
施
と
、
交
通
安
全
保

護
者
の
会
・
交
通
対
策
協
議
会
等

に
よ
る
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た
啓
発
活
動
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

空
家
等
対
策
事
業

　
空
家
等
実
態
調
査
を
も
と
に
、

市
内
の
管
理
不
全
空
家
等
へ
の
対

応
、
空
き
家
の
有
効
活
用
、
適
正

管
理
に
つ
い
て
定
め
た
「
空
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
お
け
る
防
災
・
防
犯

上
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
工
事

に
係
る
費
用
の
一
部
補
助
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

加
え
て
、「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
よ
り
、
消
費
者
被
害
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
に
繋
げ
ま

す
。

葛
城
市
第
３
次
総
合
計
画
及
び
葛

城
市
第
３
期
総
合
戦
略
の
策
定

　
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る｢

葛
城
市
総
合
計
画｣

及
び｢

葛
城

市
総
合
戦
略｣

に
つ
い
て
は
、
２

か
年
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
新

た
な
課
題
を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
議
論
を
深
め
な
が

ら
、
次
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業

　
各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
商
品
画

像
の
刷
新
や
返
礼
品
の
拡
充
を
図

り
、
さ
ら
に
本
市
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
方
々
を
増
や
す
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
ま

す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

を
実
施
し
、
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
や
、
業
務
効
率
の
改
善
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向

上
を
推
進
し
ま
す
。

国
際
交
流
事
業

　
国
際
交
流
活
動
の
推
進
や
観
光

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
の
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
る
「
第
14

回
東
ア
ジ
ア
地
方
政
府
会
合
」
に

参
加
し
、
関
係
団
体
と
の
交
流
を

推
進
し
ま
す
。

友
好
自
治
体
交
流
事
業

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
互
い
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
形
で
調
整
を
行
い
、
交
流
と
友

好
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

げ
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
業

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
様
が
そ
の
利
便
性
を
享
受

そ
の
他

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

　
農
業
用
水
利
施
設
で
あ
る
た
め

池
で
は
、
災
害
発
生
時
に
決
壊
等

に
よ
る
下
流
域
へ
の
被
害
発
生
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
計
画
的

に
調
査
・
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、「
た
め
池
耐
震
性
調
査
」や「
た

め
池
劣
化
状
況
調
査
」を
実
施
し
、

た
め
池
の
所
有
者
や
管
理
者
に
対

し
て
「
た
め
池
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

行
い
ま
す
。

捉
え
て
情
報
発
信
を
行
い
、
熱
中

症
対
策
に
努
め
ま
す
。

た
め
池
に
よ
る
治
水
対
策　

　
大
規
模
水
害
に
備
え
た
減
災
対

策
の
一
環
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で

は
、
た
め
池
の
余
水
吐
を
1
箇
所

改
修
す
る
と
と
も
に
、
他
の
た
め

池
に
お
い
て
も
、
改
修
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
ま

す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
大
雨
が
予

想
さ
れ
る
際
に
は
、
地
元
の
ご
協

力
の
も
と
低
水
位
管
理
を
行
い
、

総
合
的
な
治
水
対
策
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

熱
中
症
対
策
事
業

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー（
涼

も
う
場
所
）」
を
引
き
続
き
設
置

す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
機
会
を
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　特別会計および企業会計予算額

市税　（前年度比 1 億 7380 万円／ 3.9％増）
　納税者数の増や新築家屋の建築増などを見込む。
　個人市民税　… 18 億 2200 万円 （前年度比 7800 万円／ 4.5％増）
　法人市民税　… 2 億 8625 万円 （前年度比 3600 万円／ 14.4％増）
　固定資産税　… 20 億 4100 万円 （前年度比 4000 万円／ 2.0％増）
　軽自動車税　… 1 億 3400 万円（前年度比 980 万円／ 7.9％増）
　市たばこ税　… 3 億 5000 万円 （前年度比 1000 万円／ 2.9％増）
地方交付税　（前年度比 1 億 7000 万円／ 3.4％増）
　国の地方財政計画関連資料などを勘案
繰入金（前年度比 2 億 2775 万円／ 22.0％増）
　財源調整としての基金や地域振興基金など
市債（前年度比 4 億 5310 万円／ 39.1％増）
　工事関連経費などの増により

人件費　… 37 億 2358 万円（前年度比 1 億 6095 万円／ 4.5％増）
　　　　 　給与改定、期末勤勉手当支給月数の増や会計年度任用職
　　　　　 員の増などによるもの
扶助費　… 46 億 1184 万円（前年度比 4 億 5788 万円／ 11.0％増）
　　　　　 児童福祉費や社会福祉費などの増によるもの
公債費　… 19 億 2177 万円（前年度比 2669 万円／ 1.4％増）
　　　　　 防災・減災事業などにかかる元利償還金の増によるもの

主なものは…一般会計の歳入

主なものは（性質別）…一般会計の歳出

人件費 職員や特別職の給与、議員報酬など

扶助費 児童手当、医療費助成や生活保護費
などの経費

公債費 市債（借入金）の返済金

会計名 令和 7 年度 令和 6 年度 増減額
国民健康保険特別会計 39 億 1800 万円 38 億 4700 万円 7100 万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 35 億 5630 万円 33 億 8970 万円 1 億 6660 万円
（介護サービス事業勘定） 3680 万円 4250 万円 ▲ 570 万円

学校給食特別会計 5 億 360 万円 4 億 6840 万円 3520 万円
霊苑事業特別会計 1820 万円 1860 万円 ▲ 40 万円
葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計 1890 万円 1830 万円 60 万円
後期高齢者医療保険特別会計 7 億 870 万円 6 億 7740 万円 3130 万円

特
別
会
計

会計名 令和 7 年度 令和 6 年度 増減額

水道事業会計

収益的収入 8 億 175 万円 8 億 1151 万円 ▲ 976 万円
収益的支出 9 億 2818 万円 8 億 91 万円 1 億 2727 万円
資本的収入 1968 万円 1224 万円 744 万円
資本的支出 4 億 5002 万円 5 億 1137 万円 ▲ 6135 万円

下水道事業会計

収益的収入 12 億 1274 万円 11 億 9611 万円 1663 万円
収益的支出 12 億 953 万円 11 億 9180 万円 1773 万円
資本的収入 4 億 2109 万円 4 億 6416 万円 ▲ 4307 万円
資本的支出 7 億 4705 万円 8 億 125 万円 ▲ 5420 万円

企
業
会
計

　※▲はマイナスを表します
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自主財源　市が自ら収納、徴収できるお金のこと
市税…市民税、固定資産税など
繰入金…基金（貯金）から取り崩すお金など
諸収入…延滞金、預金利子、貸付金元利収入、雑  
　　　　入など
使用料および手数料…施設の使用料や住民票等の
　　　　　　　　　　 交付手数料など
その他…寄附金、分担金および負担金など

依存財源　国や県の基準により交付されたり割り当
てられたりする収入のこと
地方交付税…所得税等の一部から地方公共団体に
　　　　　　 交付されるお金
国庫支出金…市が行う事業などに対し国が交付す
　　　　　　るお金
市債…事業などを行うために国や金融機関から借
　　　りるお金
県支出金…市が行う事業などに対し県が交付する
　　　　　お金
その他…交付金、譲与税など

　※市民 1 人あたりの金額 = その年度の総合計÷ 3 万 7750 人（令和 7 年 4 月 1 日現在人口）

民生費…社会福祉や高齢者・児童福祉   
　　　　などに　　　　　　　　　         
総務費…市の財産管理や戸籍・選挙・
　　　　統計などに
教育費…学校教育や社会教育に
公債費…市が借りたお金の返済に
衛生費…保健や環境、ごみの処理などに
土木費…道路整備や公園管理などに
消防費…消防活動などに
農林商工費…農林畜産業の振興や商工観
　　　　　　光などに
議会費…議会の運営や議員の報酬に
その他…基金 ( 貯金 ) への積み立てや災
　　　　害復旧などに　　　

令和7 年度予算 一般会計  予算額  194億 5600万円

自主財源自主財源
34.7%34.7%

依存財源依存財源
65.3%65.3%

使用料および手数料（1.0%）使用料および手数料（1.0%）
1 億 9055 万円1 億 9055 万円

諸収入（1.8%）諸収入（1.8%）
3 億 4211 万円3 億 4211 万円

その他 (1.6%)その他 (1.6%)
3 億 3146 万円3 億 3146 万円

県支出金 (7.2%県支出金 (7.2%））14 億 474 万円14 億 474 万円
市債 (8.3%）市債 (8.3%）16 億 1150 万円16 億 1150 万円

その他 (6.6%その他 (6.6%））12 億 6349 万円12 億 6349 万円

市税（23.8%）市税（23.8%）
46 億 3325 万円46 億 3325 万円

地方交付税（26.8%）地方交付税（26.8%）
52 億 2000 万円52 億 2000 万円

国庫支出金（16.4%）国庫支出金（16.4%）
31 億 9613 万円31 億 9613 万円

繰入金（6.5%）繰入金（6.5%）
12 億 6277 万円12 億 6277 万円

●市民 1 人あたりの市税負担額　12 万 2735 円
市民税
5 万 5848 円

固定資産税
5 万 4066 円

軽自動車税
3550 円

市たばこ税
9271 円

※※予算額は四捨五入し、万単位予算額は四捨五入し、万単位
　で掲載してい　で掲載しているため、合計等るため、合計等
　が合わない場合があります。　が合わない場合があります。
※※（ （ ））内の％は予算構成比です。内の％は予算構成比です。

〈前年度比　18億2000万円、10.3%増〉

消防費（3.1%）消防費（3.1%）5 億 9534 万円5 億 9534 万円

その他（0.7%）その他（0.7%）1 億 4895 万円1 億 4895 万円
議会費（0.9%）議会費（0.9%）1 億 6948 万円1 億 6948 万円
農林商工費（1.9%）農林商工費（1.9%）3 億 6656 万円3 億 6656 万円

土木費（7.3%）土木費（7.3%）14 億 2896 万円14 億 2896 万円
衛生費（7.6%）衛生費（7.6%）14 億 7756 万円14 億 7756 万円

民生費（41.3%）民生費（41.3%）
80 億 4486 万円80 億 4486 万円

総務費（15.6%総務費（15.6%））30 億 2708 万円30 億 2708 万円

教育費（11.7%）教育費（11.7%）22 億 7527 万円22 億 7527 万円

公債費（9.9%）公債費（9.9%）19 億 2195 万円19 億 2195 万円

歳入 歳出

●市民1人あたりに使われるお金　51万5391円
民生費
21 万 3109 円

総務費
8 万 188 円

教育費
6 万 272 円

公債費
5 万 913 円

衛生費
3 万 9141 円

土木費
3 万 7853 円

消防費
1 万 5770 円

農林商工費
9710 円

議会費
4489 円

その他
3946 円
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問 
人
事
課

☎
０
７
４
５
・
51
・
１
３
３
５

【
部
長
級
】

◆
市
長
部
局　

財
務
部
長
兼
財
政
課
長
事
務
取
扱

（
財
務
部
財
政
課
長
）
内
蔵
清

　
◆
上
下
水
道
部
局

上
下
水
道
部
長
（
総
務
部
庁
舎
機

能
再
編
推
進
室
長
）
吉
田
和
裕

◆
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
総

務
課
長
事
務
取
扱
（
財
務
部
長
）

米
田
匡
勝　

【
課
長
級
】

◆
市
長
部
局　

企
画
部
秘
書
広
報
課
長
（
企
画
部

人
事
課
長
）
石
田
智
士
／
企
画
部

人
事
課
長
（
企
画
部
人
事
課
長
補

佐
兼
会
計
課
長
補
佐
）
森
本
啓
二

／
企
画
部
人
事
課
付
主
幹
葛
城
市

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
教
育
部

生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館

長
）
津
本
佳
成
／
企
画
部
人
事
課

付
主
幹
葛
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
派
遣
（
保
健
福
祉
部
地
域

包
括
支
援
課
主
幹
兼
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
所
長
）
吉
村
和
則
／
企
画

部
企
画
政
策
課
主
幹
兼
Ｄ
Ｘ
推

進
室
長
（
企
画
部
情
報
推
進
課

長
）
駒
井
康
人
／
総
務
部
総
務
課

長
（
市
民
生
活
部
総
合
窓
口
課

長
）
芳
仲
栄
治
／
総
務
部
庁
舎
機

能
再
編
推
進
室
長
（
総
務
部
庁
舎

機
能
再
編
推
進
室
長
補
佐
）
木
下

友
博
／
市
民
生
活
部
総
合
窓
口
課

長（
企
画
部
企
画
政
策
課
長
補
佐
）

村
田
良
作
／
市
民
生
活
部
人
権
政

策
課
長
（
総
務
部
総
務
課
長
）
吉

村
浩
尚
／
市
民
生
活
部
環
境
課
長

（
産
業
観
光
部
農
林
課
長
）
吉
田

賢
二
／
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

長
（
財
務
部
税
務
課
長
補
佐
）
能

海
正
男
／
保
健
福
祉
部
地
域
包
括

支
援
課
長
兼
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

所
長
（
保
健
福
祉
部
地
域
包
括
支

援
課
長
）
西
川
進
／
こ
ど
も
未
来

創
造
部
こ
ど
も
未
来
課
保
育
指
導

主
事
兼
磐
城
認
定
こ
ど
も
園
総
括

主
任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
未
来
創

造
部
こ
ど
も
未
来
課
磐
城
認
定
こ

ど
も
園
副
園
長
）
木
村
弘
美
／
こ

ど
も
未
来
創
造
部
子
育
て
支
援
課

長（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
長
）

新
澤
明
子
／
産
業
観
光
部
農
林
課

長（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）

山
岡
邦
啓
／
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
長
（
市
民
生
活
部
人
権
政
策

課
長
）
村
田
真
也
／
都
市
整
備

部
建
設
課
長
（
上
下
水
道
部
水

道
課
長
）
奥
田
雅
彦

◆
上
下
水
道
部
局

上
下
水
道
部
水
道
課
長
（
上
下
水

道
部
水
道
課
長
補
佐
）
西
川
基
之

◆
会
計
課

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会
計

課
長
）
松
本
賢
治

◆
教
育
委
員
会
部
局

教
育
部
学
校
教
育
課
長
（
教
育
部

学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）
森
本
欣
樹
／
教
育
部

学
校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
（
こ
ど
も
未
来
創
造

部
子
育
て
支
援
課
長
）
油
谷
知
之

／
教
育
部
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央

公
民
館
長
（
市
民
生
活
部
環
境
課

長
）
石
橋
和
佳
／
教
育
部
体
育
振

興
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
所
長
（
都
市
整
備
部
建
設
課

長
）
西
川
好
彦
／
教
育
部
体
育
振

興
課
主
幹
兼
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
主
幹
（
都
市
整
備
部
都
市
計

画
課
主
幹
兼
教
育
部
体
育
振
興
課

主
幹
）
勝
浪
栄
次

退
職
者

【
部
長
級
】

◆
市
長
部
局

吉
井
忠
（
会
計
管
理
者
）

【
課
長
級
】

◆
市
長
部
局

鬼
頭
卓
子
（
こ
ど
も
未
来
創
造
部

こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
主
幹
）

★
上
下
水
道
部
局

中
文
子
（
上
下
水
道
部
水
道
課
主

幹
）

★
教
育
委
員
会
部
局

吉
村
賀
央
（
教
育
部
学
校
教
育
課

主
幹
）

※
部
長
級
、
課
長
級
を
掲
載

※
令
和
7
年
４
月
１
日
付

※( )

内
は
旧
所
属

市
職
員
の
人
事
異
動

問 

税
務
課

☎
０
７
４
５
・
44
・
５
０
０
９

　
令
和
7
年
度
（
令
和
6
年
分
）

の
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書

な
ど
は
左
記
の
と
お
り
発
行
し
ま

す
。

市
・
県
民
税
の
全
額
を
勤
務
先
の

給
料
な
ど
か
ら
引
き
落
と
し
で
納

付
し
て
い
る
方

　
▼
5
月
12
日
㈪
以
降

市
・
県
民
税
を
右
記
以
外
の
方
法

で
納
付
し
て
い
る
方

　
▼
6
月
2
日
㈪
以
降

※
左
記
の
方
は
、
所
得
内
容
を
市

　
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
所
得

に
関
す
る
証
明
が
で
き
ま
せ

ん
。
令
和
6
年
中
に
収
入
が
無

い
方
で
も
収
入
が
無
い
旨
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〇
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
県
民

　
税
申
告
を
し
て
い
な
い
方

　
〇
事
業
所
か
ら
市
へ
給
与
支
払

　
報
告
書
が
未
提
出
の
方

　
〇
納
税
義
務
者
の
扶
養
に
な
っ

　
て
い
な
い
方　
な
ど

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明

書
な
ど
の
発
行

市政ニュース
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　エネルギーや食料品価格等の物価高騰の影響を
受けた市民の皆様や事業者に対しての支援を目的
として、応援かつらぎクーポン 2025 事業を実
施します。
対象　令和 7 年 3 月 1 日時点で葛󠄀城市の住民基
本台帳に記載されている方

対象店舗　市内登録店舗
使用期間　5 月 15 日㈭～ 8 月 31 日㈰
給付額　お一人につき 2500 円のクーポン券
　　　　（内訳：500 円券× 5 枚）
配布方法　
　簡易書留で世帯員分をまとめて世帯主宛に郵送
します。
　簡易書留での郵送となるのでお手元に届くまで
お時間がかかる場合があります。

応援かつらぎクーポン 2025
コールセンター

土日祝を除く、9：00 〜 17：00
☎ 0120（080）376

問 

子
育
て
支
援
課

☎
０
７
４
５
・
44
・
３
６
２
３

　
就
学
前
児
童
や
小
学
生
の
児
童

の
い
る
世
帯
及
び
小
学
生
か
ら
高

校
生
年
代
ま
で
の
こ
ど
も
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
、
葛

城
市
の
子
育
て
支
援
を
取
り
巻
く

状
況
を
踏
ま
え
、「
葛
城
市
こ
ど

も
計
画　

第
3
期
葛
城
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
令

和
7
年
度
～
令
和
11
年
度
）」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

子
育
て
支
援
課
、
総
合
窓
口
課
、

新
庄
図
書
館
、
當
麻
図
書
館
、
ゆ

う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

葛
城
市
こ
ど
も
計
画  

第
3

期
葛
城
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定

募
集 応援かつらぎクーポン 2025　参加店舗募集

　「応援かつらぎクーポン 2025」の実施にあ
たり、市内に事業所、店舗などを有する事業者
の方で、クーポン券事業に賛同いただける参加
店舗の募集をしています。

応募方法　
　参加店登録申込書を下記宛にメールまたは
FAX で申し込んでください。

【　 katsuragi@amuse-osa.com】
【FAX 06（6206）8285】
応募期限　8 月 29 日㈮正午

詳細は
こちら

詳細は
こちら

問 商工観光プロモーション課【☎ 0745（44）5111】
応援かつらぎクーポン 2025　クーポン券配布クーポン

応援かつらぎクーポン 2025
コールセンター

土日祝を除く、9：00 〜 17：00
☎ 0120（080）376

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

 

子
育
て
・
健
康

文
化
・
教
養

お
知
ら
せ

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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　近年、接骨院・整骨院にかかる方が多くなり、
柔道整復師から国民健康保険（以下、国保）への
施術件数・請求額も増加傾向にあります。

接骨院・整骨院にかかる場合は次の点を確認し、
適正な受診をお願いします。
国保が使えるもの
　○ねん挫
　○打撲
　○挫傷（肉離れ）
　○骨折・脱臼の応急手当て

医師の同意がある場合に国保が使えるもの
　骨折・脱臼（継続した施術の場合）

国保が使えないもの
　○医師の同意のない骨折・脱臼の施術
　○単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）　

　肩こりや筋肉疲労
　○脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善が

　みられない長期の施術
　○同一の負傷について、保険医療機関（病院、

　診療所など）で治療中のもの
　○労災保険が適用となる仕事中や通勤途中で
　　の負傷

交通事故による傷病の場合でも、国民健康保険
を使うことができます。ただし、その場合は保険
課へ届け出をしてください。いったん国民健康保
険が負担した額を、後日、加害者等へ請求します。
届け出に必要なもの
　○本人確認書類１点
　○交通事故証明書　
　○認印

示談は慎重に！
　保険課へ届け出る前に示談が成立していたり、
加害者から治療費を受け取っていたりすると、国
民健康保険では治療を受けられませんのでご注意
ください。

交通事故に遭った場合
警察に連絡
　必ず警察に連絡し、事故の確認を受けましょう。
相手の確認
　相手の氏名、住所、連絡先、車のナンバー、免

許証、加入保険等を確認しましょう。

接骨院・整骨院にかかるときの注意点
　○負傷原因を正しく伝えて、国保が使えるかど

　うかを確認する
　○領収証を受け取り、大切に保管する
　○「療養費支給申請書」の内容を確認し、委任

　欄への署名（押印）は自分でする

療養費支給申請書について
　接骨院・整骨院は国保を使って施術を行った場
合、1 ヶ月ごとに「療養費支給申請書（以下、申
請書）」を提出することになっています。この申
請書は、施術を受けた被保険者に代わって保険適
用分の費用（療養費）を国保に請求する委任状で
す。施術内容を確認した被保険者の署名（押印）
がある場合のみ、国保から接骨院・整骨院へ療養
費が支払われます。
申請書の内容
　○負傷名、負傷年月日、負傷原因は正しいか
　○施術内容・回数は合っているか
　○支払った金額（領収証の金額）と自己負担額
　　（申請書の金額）が合っているか
　以上の点を確認し、委任欄に署名（押印）をし
てください。

接骨院・整骨院（柔道整復師）のかかり方

もし交通事故に遭ったら…

問 保険課【☎ 0745（44）5003】

接骨院・整骨院のかかり方など
国民健康保険のお知らせ国

保

市政ニュース
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

更
新
・
受
取
窓
口

問 

総
合
窓
口
課　
　

☎︎
０
７
４
５
・
44
・
５
0
０
2　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新

お
よ
び
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
予
約
時

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
平
日
（
開
庁
日
）】

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

と
こ
ろ　
総
合
窓
口
課

            （
新
庄
・
當
麻
両
庁
舎
）

※
受
取
は
事
前
予
約
制
で
す
。

【
休
日
】

と
き　
5
月
10
日
㈯　

　
　
　
8
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
総
合
窓
口
課

　
　
　
　
（
新
庄
庁
舎
）

※
更
新
・
受
取
と
も
に
事
前
予
約

制
で
す
。
ご
予
約
は
、
必
ず
前
開

庁
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、
紐
づ
け
処
理
が
必
要
で
す
。

利
用
の
た
め
の
紐
づ
け
処
理
は
、

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
手
続
き
す
る
方
法
の
ほ

か
、
一
部
の
医
療
機
関
・
薬
局
、

市
役
所
な
ど
で
も
で
き
ま
す
。

問 総合窓口課【☎ 0745（44）5002】

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます

（１）戸籍に記載される予定の振り仮名の通知
　　通知時期　
　　令和7 年5 月26 日以降順次発送　　
　　※葛城市に本籍のある方は８月頃予定

　本籍地の市区町村より、住民票の情報を参
考にして作られた戸籍に記載される予定の振
り仮名の通知が郵送されてきます。
　通知書は戸籍単位で郵送し、戸籍内で同じ
住所の人は1 通につき4 名まで記載されます。
　戸籍内で別住所の人は、住所地ごとに郵送さ
れます。

（２）氏や名の振り仮名の届出
届出期間　
5 月26 日㈪から令和8 年5 月25 日㈪まで
　（１）で通知された振り仮名に間違いがない 
　場合、届出は必要ありません。ただし、以下
　の場合は届出が必要です。
○5 月26 日から令和8 年５月25 日までに振 
　り仮名が記載された戸籍証明書や住民票の
　写しを取得したい場合
○（１）で通知された振り仮名が、現に使用し
　ている読み方と異なる場合

（３）市区町村長による氏や名の振り仮名の記載
　届出期間内に（２）の届出がなかった場合
は、（１）で通知した氏や名の振り仮名が戸籍
に記載されます。この場合、1 回に限りご自身
の届出により変更することが可能です。
※（２）などにより、既に届出した氏や名の振
　り仮名を変更したい場合は、家庭裁判所の
　許可が必要となります。

制度開始に伴い5 月26 日より住民票からも振り仮名表記がなくなります。なお、届出をしなくても、
令和８年５月26 日に（１）で通知された振り仮名が住民票と戸籍に記載されます。

届出をすることができる人
○氏の届出人
　　原則として戸籍の筆頭者が単独で届出するこ
　ととなります。筆頭者が除籍されている場合は、
　その配偶者、その配偶者も除籍されている場合
　は、その子が届出人となります。
○名の届出人
　　各人が届出することとなります。
　※15 歳未満の方は親権者からの届出になります。

戸
籍

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

文
化
・
教
養

 

子
育
て
・
健
康

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

市
政
ニ
ュ
ー
ス



広報かつらぎ　R7.5 18

問 人権政策課【☎ 0745（44）5005】

6 月 1 日は「人権擁護委員の日」

人権擁護委員とは
　人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けた
り人権の考えを広めたりする活動をしている民間
の方々です。法務大臣から委嘱され、全国の市町
村で積極的な人権擁護活動を行っています。
　人権擁護委員制度は、様々な分野の人たちが人
権思想を広め、地域の中で人権が侵害されないよ
うに配慮して人権を擁護していくことが望ましい
という考えから設けられました。
　人権擁護委員が組織する全国人権擁護委員連合
会では、人権擁護委員法が施行された６月１日を

「人権擁護委員の日」と定め、人権擁護委員が国
民の皆さんの相談に応じるために各市町村に配置
されていることを伝えるとともに、人権尊重の大
切さを呼びかける日としています。

「人権擁護委員の日」人権相談所
　人権侵害や差別、家庭内の問題、ＤＶや
虐待、子ども・女性に関する問題など、一
人で悩まず、気軽にご相談ください。　

（相談無料・秘密厳守）
とき　　６月 2 日㈪　9：00 〜正午
ところ　中央公民館 2 階　研修室 1

「みんなの人権 110 番」
 　（全国共通人権相談ダイヤル）

【☎ 0570（003）110】
受付時間　平日　8：30 〜 17：15

人
権

消
防
団
役
員
任
命
・
消
防
団
員
が
受
賞

　
４
月
1
日
の
葛
城
市
消
防
団
員

任
命
式
で
、
幹
部
役
員
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さ

れ
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
の
幹
部

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
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（
敬
称
略
）

団
長　
　
田
中
孝
明

副
団
長　
下
村
雅
英

　
　
　
　
吉
井
博

　
　
　
　
山
田
裕
清

　
　
　
　
芦
髙
由
香

第
１
分
団　

　
分
団
長　
　
仲
嶋
直
樹

　
副
分
団
長　
吉
川
惠
庸

第
２
分
団　

　
分
団
長　
　
南
邦
弘

　
副
分
団
長　
中
川
久
史

第
３
分
団　

　
分
団
長　
　
髙
松
剛

　
副
分
団
長　
伏
見
博
弥

第
４
分
団　

　
分
団
長　
　
吉
川
洋
二

　
副
分
団
長　
芝
川
清
次

第
５
分
団　

　
分
団
長　
　
窪
田
哲
規

　
副
分
団
長　
　
川
忠
嗣

第
６
分
団　

　
分
団
長　
　
江
頭
直
樹

　
副
分
団
長　
石
田
恵
司

　30 年の永きにわたり、
消防団員として活動され、
地域防災に貢献された功績
が認められ、日本消防協会
長より受賞されました。

【第 77 回日本消防協会定例表彰　勤続章】
消防団部長  岡本　賢

　永きにわたって勤続し、
消防の職務に精励し、その
成績が優秀であると認めら
れ、日本消防協会長より受
賞されました。

【第 77 回日本消防協会定例表彰　精績章】
消防団分団長  南　邦弘

　30 年の永きにわたり、
消防団員として活動され、
地域防災に貢献された功績
が認められ、日本消防協会
長より受賞されました。

【第 77 回日本消防協会定例表彰　勤続章】
元消防団分団長  川本　朝博

市政ニュース
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命を守るための交通安全行動を！
○自転車乗車時はヘルメット着用
○チャイルドシートを正しく着用
○遠回りでも横断歩道を渡りましょう
○飲酒運転はしない､ させない
○外出時は子どもと手をつなぐ
問　高田警察署交通課
　　【☎ 0745(22)0110】

優良運転者の表彰の申請について
　市内在住の運転免許保有者のうち､ 自動車か二
輪車を継続して運転されている方
申請期間　５月 30 日㈮まで
土日祝を除く 9：00 〜正午・ 13：00 ～ 16：00
問　高田警察署内 奈良県交通安全協会高田支部
　　【☎ 0745(22)0110( 内線 411)】

納税通知書の送付　5 月 2 日頃発送
※ 5 月 13 日頃を過ぎても届かない場合は、税務
　課までご連絡ください。
納付期限　6 月 2 日㈪〈一括払い〉
※口座振替の方は、納期限日が振替日です。
納税証明書について
　車検時における納税証明書につきましては、電
子化により提示が原則不要となっております。
　このため、口座振替で納付いただいた方に送付
していた「軽自動車税（種別割）納税証明書」は
令和７年度以降送付いたしません。ご理解いただ
きますようよろしくお願いします。
　なお、納付後すぐに車検を希望される場合は、
市役所・金融機関・コンビニ等の窓口にて納付書
でご納付いただいたうえ、領収印のある納税証明
書を車検時にご提示ください。口座振替またはス
マートフォン決済アプリで納付された方ですぐに
納税証明書が必要な場合は、納付の事実が確認で
きるものを持参のうえ、市役所窓口にて申請して
ください。

　軽自動車税（種別割）の減免　
　軽自動車の所有（使用）者の障がいの程度や使
用目的について、一定の要件を満たせば、申請に
より軽自動車税（種別割）が減免されます。
申請期限　6 月 2 日㈪
申請場所　税務課
必要な物
〇身体障害者手帳、療育手帳または精神保健福祉

手帳と自立支援医療受給者証（精神通院）
〇車検証　〇運転免許証　〇減免申請書
〇生計同一証明（対象者と運転者が同一世帯でな

い場合のみ必要）
※前年度に減免されていれば、継続用申請書類（納

税通知書に同封）の提出となります。
※自動車税（種別割）と軽自動車税（種別割）の

両方で減免申請はできません。
※必ず期限までに減免申請してください。期限を

過ぎて申請された場合は、翌年度（令和 8 年度）
の減免受付となります。

納税通知書の送付　5 月 1 日付発送
※自動車税（種別割）納税通知書が届いていない場
　合や、普通車の自動車税に関して質問がある場
　合は、奈良県自動車税事務所へご連絡ください。
納付期限　6 月 2 日㈪〈一括払い〉
※納付期限を過ぎると、延滞金が加算されます。

※金融機関や県税事務所の窓口、コンビニ、ペイ
　ジー、インターネットを利用したクレジット
　カード、スマートフォン決済アプリで納付がで
　きます。詳しくは、納税通知書に同封のチラシ
　をご覧ください。
※市役所窓口では、納付できません。

軽自動車税（種別割）

普通車の自動車税（種別割）

軽自動車税・自動車税の納付期限
６月２日までに納めましょう

問 税務課【☎ 0745（44）5009】

問 奈良県自動車税事務所　自動車税第一課【☎ 0743（51）0081】

税
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特別児童扶養手当制度について

公的年金給付等受給状況届
　下記の場合は、手当額が変更となります。速や
かに届出してください。
公的年金等を
○新たに受給できるようになった
○受給できなくなった　
○受給額に変更があった
※さかのぼって公的年金を受給された場合は、手
　当の返還が必要となります。
手当額（月額）　　　　　 【令和7年４月改正】

○個々の手当額は、児童の人数や受給資格者等の
　所得等により決定します。
○前年の所得が制限額を超過した年度は、一部支
　給停止または全部支給停止します。

支給対象
　父母の離婚や未婚などで、父または母と生計を
共にしていない児童（※）を監護している父や母、
養育者
※ 18 歳到達の最初の 3 月 31 日までの児童。
　（一定の障がいがあるときは 20 歳まで）
手続きに必要なもの
　○請求者と該当する児童の戸籍謄本
　　（発行 1 ヶ月以内のもの）
　○請求者の普通預金通帳　
　○個人番号カード　
　○その他（必要に応じて提出）
※請求日の属する月の翌月分から支給され、年 6
　回請求者の指定の口座へ振り込みます。
※受給資格者または対象児童が支給要件に該当し
　なくなった場合は、ただちに
　子育て支援課へ届出してくだ
　さい。

第 1 子
全部支給 4 万 6690 円
一部支給 4 万 6680 円〜 1 万 1010 円

第 2 子
以降

全部支給 1 万 1030 円
一部支給 1 万 1020 円〜 5520 円

問 子育て支援課【☎ 0745（44）3623】

ひとり親などで子どもを育てるご家庭へ
児童扶養手当制度について手

当

問 子育て支援課【☎ 0745（44）3623】

手
当

詳細は
こちら

支給対象
　20 歳未満の身体や精神に重度または中度以上
の障がいのある児童を監護している父や母、養育者

手続きに必要なもの
○請求者と該当する児童の戸籍謄本
　　（発行 1 ヶ月以内のもの）
〇請求者の普通預金通帳
〇児童の障がい程度についての医師の診断書
　（所定の様式で発行 3 ヶ月以内のもの）
　※療育手帳 A 判定、または身体障害者手帳 1

　〜 3 級および一部の下肢障害 4 級の方（た
　だし、視野障害・内部障害を除く）は、療育

手当額（月額）　　　　　　【令和 7 年 4 月改正】

障害の程度 支給額（児童 1 人あたりの月額）
1 級 5 万 6800 円
2 級 3 万 7830 円

※前年の所得が制限額を超過した年度は、支給停
止します。

支給要件　次の場合は、手当を受給できません。
　①手当を受けようとする方や、対象となる児童

　が日本に住んでいないとき
　②児童が児童福祉施設等 ( 通所施設は除く ) に

　入所しているとき
　③児童が障がいを理由とする公的年金を受ける

　ことができるとき

手帳や身体障害者手帳の提出により、診断書に
代えることができます。

〇個人番号カード
〇その他（必要に応じて提出）
※手当は認定されると、請求日の属する月の翌月

分から支給されます。支払いは定時払いとして
年 3 回請求者の指定の口座へ振り込みます。

詳細は
こちら

市政ニュース
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　平成 30 年４月から国民健康保険は「市町村」
から「奈良県域」での運営に変わりました。　
　令和６年度から同じ所得・同じ世帯構成であ
れば、奈良県内のどこに住んでいても保険税が
同じになるよう税率が統一されました。
　令和７年度の税率は、令和６年度から変更あ
りません。限度額のみ引き上げられました。
　今年度の納付通知書は、納税義務者である世
帯主に 7 月中旬に送付します。

国民健康保険税の年税額（⑴〜⑶の合計額）
⑴所得割額…
　（令和 6 年中総所得－基礎控除 43 万円）
　×①所得割率
⑵均等割額…被保険者 1 人当たりの額
⑶平等割額…各世帯に均一の額

令和 7 年度国民健康保険税
加入者負担の公平化を目指します

問 学校教育課【☎ 0745（44）5108】

就学援助制度について

　葛城市では、経済的にお困りの保護者の方を対
象に、学校で必要な費用の一部を援助する制度を
実施しています。毎年 4 月頃に学校を通して申
請案内を行っています。
対象　市内小・中学校に在籍している児童・生徒
の保護者
援助内容　学用品費、通学用品費、校外活動費、
修学旅行費、給食費など
審査方法　
　令和 6 年度の市・県民税（住民税）の課税資
料に基づき、同一生計世帯の所得金額の合計が基
準額（生活保護基準額の 1.3 倍の額）以内かど
うか審査します。

申請方法　
　申請書に必要事項を記入し、学校教育課に提出
してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードし
　て印刷したもの、または学校教育課窓口にてお
　渡しするものをお使いください。
※児童・生徒 1 人につき 1 通の提出が必要です。
申請期限　
　年度当初分は、5 月 30 日㈮まで
※転入等による申請は随時受け付けています。

※所得基準額は世帯構成や年齢等により異なり
　ます。あくまでも参考としてご理解ください。

世帯人数
（児童・生徒を
含む世帯全員）

世帯の所得基準額

持ち家の場合 借家の場合　

2 人 約 182 万円 約 244 万円

3 人 約 205 万円 約 272 万円

4 人 約 252 万円 約 319 万円

問 保険課【☎ 0745（44）5003】

国
保

援
助

令和７年度（令和６年度）
医療分 支援金分 介護分

課税
対象者 被保険者全員

介護 2 号
被保険者

【40 ～ 64 歳】
①

所得割率 7.64% 3.27% 3.03％

②
均等割額 2 万 7600 円 1 万 1500 円 1 万 6900 円

③
平等割額 2 万円 8400 円

限度額 65 万円
（65 万円）

24 万円
（22 万円）

17 万円
（17 万円）

保険税の算定内訳

詳細は
こちら
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　離職や収入の減少により住宅を喪失した・喪失
するおそれがある方を対象に 3 ヶ月間住宅家賃
相当額の給付を行います。
主な給付要件
〇離職や廃業から 2 年以内、または取引先など
　の影響で収入が減った方。
〇本事業を利用してハローワークで求職活動を行
　う方や、経営改善の相談を行う方。
〇申請者と同居の家族の月収入が基準額以下であ
　るなどの要件を満たすこと。

世帯人数  支給上限 収入基準額
1 人 3 万 3000 円 11 万 1000 円
2 人 4 万円 15 万 5000 円
3 人 4 万 3000 円 18 万 3000 円
4 人 4 万 3000 円 21 万 8000 円

就労支援　仕事探しをサポートします。毎月1回、
新庄庁舎でハローワーク巡回相談を行なっていま
す（要申込み）。
家計改善支援　家計の状況を「見える化」すること
で、家計の状況を把握しやすくします。家賃、公共
料金、税金などの滞納の解消に向けての相談や支
援を行います。
生活の中の困りごと　相談支援員がお聴きして一
緒に考え、あなたに合った制度の紹介をします。
電話での相談も受け付けています。

　「仕事が続かない」「働きたいけど不安がある」
「生活習慣を整えて働きたい」という方を対象に、
職場の見学や就労体験から就労につなげます。

問 社会福祉課【☎ 0745（44）5103】

相
談

区
長

生活困窮者の相談窓口は、社会福祉課です
ひとりで抱え込まずに、まずはご相談ください

自立相談支援事業 住居確保給付金事業

就労準備支援事業

　あらゆる制度等を活用してもなお生活が苦しく、日々の暮らしに大変お
困りの時、国民には最低限度の生活が保障されます。
　生活保護を利用する場合は申請が必要です。ひとりで抱え込まず、まず
は社会福祉課までご相談ください。

生 活 保 護
制 度

問 企画政策課【☎ 0745（44）5016】

令和 7 年度の各大字区長

地区 氏名
忍海 川本　隆三
薑 岩本　和夫

新村 小走　俊雄
新町 萩原　壽夫

南花内 湟打　清
西辻 髙附　哲朗
林堂 伴　初恵
山田 吉村　正一
平岡 岡本　雄嗣
山口 髙松　鶴明
梅室 上原　民生
笛吹 梅田　康彦
脇田 山本　博則

南新町 西家　尚充
南今市 葛󠄀和　浩一

地区 氏名
新庄 吉川　和男
葛󠄀木 加藤　敏朗

南藤井 増井　良之
大屋 虎走　惠介
寺口 杉岡　義弘
中戸 髙橋　秀和

辨之庄 小山　葊隆
疋田 奥本　保

北道穗 小柴　一宏
南道穗 匹本　善男
西室 名倉　嘉
東室 吉田　晴紀
柿本 山本　衛
笛堂 亀井　一二三

北花内 瀧水　潤一

地区 氏名
太田 西川　朗
兵家 福井　克次
竹内 菊江　博友
長尾 中川　勝
木戸 上島　博
尺土 齋木　康義
八川 水原　正義
大畑 石井　幹郎
當麻 米井　英規
勝根 石田　孝雄

今在家 山下　平史
染野 中井　義壱

新在家 中島　康博
加守 尾上　晃造

市政ニュース
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■民生委員・児童委員って？
　大正６年（1917 年）に岡山県から始まり
100 年以上の歴史がある制度です。葛󠄀城市には
62 名の民生委員・児童委員（うち４名は主任児
童委員）が厚生労働大臣に委嘱され、ボランティ
アとして活動しています。法に基づいた守秘義務
を有しており、地域の身近な相談相手です。子ど
もや子育て家庭に関することを専門にした主任児
童委員も活動しています。

■５月１２日は民生委員・児童委員の日です。
毎年５月１２日～１８日を活動強化週間として

全国一斉に啓発活動を行っています。民生委員・
児童委員の存在や活動を知ってもらい、地域の
皆さんとともに福祉のまちづくりを目指すもので
す。

■民生委員・児童委員はどんなことをしてる？
　担当地域にお住まいの高齢者や障がい者、また
子どもや子育てされている方の困りごとを聞いた
り、ひとり暮らし高齢者の方の訪問や登下校時の
あいさつ運動、社会福祉協議会が主催する防災訓
練に参加するなど様々な活動をしています。
　民生委員・児童委員は誰もが安心して生活でき
る地域を目指し、「地域のつなぎ役」として困り
ごとを適切な機関へ繋ぐ支援を行っています。

（敬称略）

氏名 担当地域

石川 俊博 北花内
（ＪＲ・出花内地区）

吉藤 寿美 忍海北
森川 由美 忍海南
小走 清美 薑・新村
羽端 枝美 新町・南新町
堀内 久子 南花内・花内台
梅本 典子 西辻・脇田
駒井 秀友 林堂
田中 克子 林堂・山田

森本 美起代 平岡・山口・梅室・
笛吹

仲川 早苗 南今市
金谷 智子 太田
田邊 朝代 兵家
田村 惠 兵家
土橋 久美 竹内
川村 妙子 竹内
西本 さよみ 長尾
中島 房子 長尾
石井 由美 長尾
弓田 さより 木戸
増田 誠宏 尺土
増田 繁利 尺土

氏名 担当地域
三重野 一子 尺土
鶴見 満子 八川
奥村 一郎 八川
藤本 尚子 八川
北野 健司 大畑
谷奥 彰 當麻
奥田 善啓 當麻
髙 照見 當麻
神田 量予 勝根
山下 陽代 今在家
中井 知加子 染野
中川 紀子 新在家
伊東 京子 加守
岡本 聖子 加守

古城 惠子 主任児童委員
（新庄地区）

木村 佐起子 主任児童委員
（新庄地区）

松井 成美 主任児童委員
（當麻地区）

杦岡 厚子 主任児童委員
（當麻地区）

氏名 担当地域

本田 富士子 新庄
（住吉・本町・東町）

杉村 礼子 新庄（桑之町・戎町）

寺澤 忠臣 新庄（宮前・屋敷町）
・大屋

石永 さなえ 葛󠄀木・南藤井
井村 賀津子 寺口
塚本 永子 中戸
田仲 惠美 辨之庄
吉田 郁代 疋田（本郷）北
西川 隆代 疋田（本郷）南
髙橋 周代 疋田（東和苑）北
犬飼 千可 疋田（東和苑）南
野平 三津子 疋田（フルール）
吉村 幸余 北道穗・南道穗（北）
仲嶋 成美 南道穗
土谷 佳世子 西室
小橋 真千子 東室
吉田 伸子 柿本
布施 弘一 笛堂
布施 房代 北花内（本郷１地区）
加納 佐和子 北花内（本郷２地区）
小西 恵美子 北花内（三才地区）
田邑 邦子 北花内（近鉄地区）

私たちは、この街の民生委員・児童委員です
安心して生活できる地域づくり活動をしています

問 社会福祉課【☎ 0745（44）5103】

相
談
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エコな生活
問 環境課【☎︎ 0745（44）5004】
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　緑のカーテンは、ゴーヤやアサガオなどのつる
性植物を使って建物の窓を覆うことで、夏の日差
しをさえぎると同時に葉っぱから出る水蒸気でま
わりの温度を下げる効果があります。
　葛城市では、地球温暖化防止に役立つ「緑のカー
テン」が市内にもっと広まるよう推進しています。
　緑のカーテンを設置する方に「ゴーヤ苗 2 株」
と「おひさまたい肥」を配布します。

とき　5 月 12 日㈪〜 16 日㈮　
　　　9：00 〜正午
ところ　新庄庁舎北側駐車場
※先着順（数に限りがあります）

太陽光発電・エネファーム補助金を交付します

夏の暑さ対策にゴーヤの苗を配布します

補助対象システム（次の要件をすべて満たすもの）
〇最大出力の合計値が 2 〜 10kw 未満のもの
〇未使用品であるもの
〇一定の品質、性能保証があること
補助対象者（次の要件をすべて満たす方）
〇市内に住所を有し、補助対象システムを市内の

自ら居住する一戸建て住宅に設置した方。また
は、市内で自ら居住するために補助対象システ
ムが設置された一戸建て新築住宅を購入した方

〇電力受給開始日から 1 年以内に申請した方
〇電力の全量買取制度の対象とならないシステム

を設置している方
〇市税等を滞納していない方
補助金額　1 住宅につき一律 5 万円（1 回限り）

補助対象システム
　燃料電池普及促進協会（FCA）が推奨するシ
ステムであるもの
補助対象者（次の要件をすべて満たす方）
〇市内に住所を有し、システムを市内の自ら居住

する一戸建て住宅に設置した方。または、市内
で自ら居住するためにシステムが設置された一
戸建て新築住宅を購入した方

〇市税等を滞納していない方
補助金額　1 住宅につき一律 5 万円（1 回限り）
①②とも
受付期間　令和 8 年 2 月 27 日㈮まで
　　　　　土日祝を除く、8：30 〜 17：15
申請方法　市ホームページまたは環境課にある　
申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて　
環境課へ提出してください（郵送不可）。

② 家庭用燃料電池コージェネレーション
       システム（エネファーム）　① 住宅用太陽光発電システム



広告（広告募集中。詳しくは、秘書広報課まで）

広告募集中
●広報紙（発行部数：約 14700 部）
　発行日：毎月１日
　広告料：10000 円／枠
　仕　様：縦 46 ×横 84 ｍｍ／白黒
●ホームページ（月間アクセス数 約 17 万件）
　広告料：5000 円／枠
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元気アップ教室 
－いきいき百歳体操体験会－

イベント情報

知恵の和
わ

 教室（認知症予防教室）

　「年を取ると、体力や筋力が落ちて介護が必要
になるのは仕方がない」と思っていませんか？筋
肉はいくつになっても鍛えることで、筋力アップ
することができます！
　「いきいき百歳体操」は、平成 14 年に高知市
が開発した、重りを使った筋力向上のための運動
です。ゆっくりとした動きや椅子に座っての動き
が中心なので、体力低下している方でも行うこと
ができます。リハビリの専門職である理学療法士
が講師となり、気軽に体験していただけます！　
　お友達やサークル仲間、ご近所さんもお誘い合
わせのうえ、いきいき百歳体操で元気アップしま
しょう！
対象　65 歳以上の方
とき　6 月 24 日㈫
         7 月 29 日㈫
　　　8 月 26 日㈫　の 3 回
　　　いずれも 14：00 ～ 15：30
ところ　ゆうあいステーション ２階会議室
費用　無料
定員　30 名（先着順）
申込み　地域包括支援課
※10～12月に、新庄中学校区でも開催予定です。

聞いて、学んで知ってほしい！もの忘れと認知症
　「認知症とともに生きるまち葛城市」をめざし、
自分たちができることを一緒に考えませんか。
　3 人以上のサロンやサークルなどの集まりに、
講師を派遣します。
※教室は、1 回 90 分
※土日祝は除く
内容　○認知症ともの忘れ予防について
　　　○認知症の方が安心して暮らすために、
　　　　自身・地域でできること
費用　無料
※人数や実施場所の希望に沿えない場合があります。
申込み　地域包括支援課

出前 知恵の和
わ

 教室

15 分で簡単！脳の健康チェック
　エーザイが開発した『のう KNOW®』で脳の
健康チェックを行いませんか？タブレットを用い
た簡単なトランプテストです。
対象　65 歳以上で要支援・要介護認定を受けて
　　　いない方
とき　5 月 15 日㈭・29 日㈭
　　　9：30 ～正午頃
ところ　新庄庁舎（当日ご案内します）
費用　無料
持ち物　介護保険被保険者証
　　　　（名前と年齢が分かるもの）
申込み 地域包括支援課
※ 1 回 3 人以上の申込みで出張実施できます。
※上記以外の日程も相談可
　気軽にご相談ください。
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地域包括支援課からのお知らせ
問 地域包括支援課【☎︎ 0745（44）3455】



広告（広告募集中。詳しくは、秘書広報課まで）
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手話奉仕員養成講座（基礎課程）

相撲館企画展「新収蔵資料展」

さわやかウォーキング教室参加者募集

　自然と歴史、文化に
触れ合うウォーキング、
心身のリフレッシュと
コミュニケーションを
楽しみませんか。
第 1 回：6 月 8 日㈰　
　　　　西の京コース
第 2 回：11 月 9 日㈰　
　　　　桜井コース
第 3 回：令和 8 年 3 月 8 日㈰
　　　　ミステリーコース（大阪方面）
申込締切  5 月 23 日㈮　17：00 まで
申込み  申込書に必要事項を記入のうえ、下記の
窓口へ申し込んでください。
當麻スポーツセンター
　【☎ 0745（48）6600】
葛城市コミュニティセンター
　【☎ 0745（69）6961】
※毎週火曜日と第 2・4 水曜日は休館日です。
※申込書は各申込場所にあります。
※交通費・入場料などは自己負担です。
※運動できる服装で、昼食・飲み物・雨具・タオ
　ルなどをご持参ください。
問　体育振興課【☎ 0745（48）6600】

　相撲館には毎年多くの方から寄贈があります。
現在所蔵資料は約 12,000 点以上あり、近年寄
贈いただいた資料を紹介します。展示内容は変更
する場合があります。
主な展示資料
〇大蛇山使用化粧廻し（大正期）
〇大和錦（田原本町出身）使用化粧廻し（昭和初期）
〇相撲かるた（昭和初期）
〇敢闘賞トロフィ－・楯（昭和 63 年９月・花ノ国）
　他　約 50 点

展示期間　4 月 26 日㈯～ 9 月 29 日㈪
開館時間　10：00 ～ 17：00
ところ　葛城市相撲館「けはや座」
入場料　大人（16 歳以上）　　 300 円
　　　　子ども（小・中学生）　150 円
　　　　乳幼児（小学生未満）　 無料
問　葛城市相撲館「けはや座」
　　【☎ 0745（48）4611】

　聴覚障害の方の生活や福祉制度などについての
理解や認識を深めるとともに、手話で日常生活の
会話ができる程度の手話奉仕員を養成するため、
手話奉仕員養成講座を開催します。
対象者　18 歳以上の市内在住在勤者で、手話奉
仕員養成講座入門課程を終了した方、または手話
による簡単な会話ができる方。
とき　6 月～ 12 月（8 月 16 日は除く）
　　　毎週土曜　10：00 〜 12：00
ところ　ゆうあいステーション
受講料　無料（テキスト代 3,300 円は個人負担）
募集定員　20 名（応募人数が少ない場合は開講
出来ないことがあります）
募集期限　5 月 26 日㈪
　　　　　※定員になり次第締切
申込先　社会福祉協議会（ゆうあいステーション内）
　　　　または、社会福祉課（新庄庁舎内）
※テキスト代を添えて申込みください。
※令和 6 年度に入門課程を受講した方は、同じ
　テキストを使用しますので、テキスト代は不要。
問　社会福祉協議会　総務課
　　【☎ 0745（48）3373】
　　【FAX 0745（48）2890】

イベント・募集



子育て支援センター【☎︎ 0745（69）5241】・磐城校区児童館 【☎ 0745（48）3670】

て子育 支援センターにおいでよ

広報かつらぎ　R7.527

ファミリー・サポート・クラブ『子育てを一緒に支えあおう！』

詳細はこちら

援助会員利用会員
利用料金の

支払い

援助活動

対象　　令和 6 年 11 月以降に生まれた
　　　　お子さんと保護者
とき　　5 月 16 日㈮
　　　　1 部　13：00 ～ 13：45（定員 15 組）
　　　　2 部　14：15 〜 15：00（定員 15 組）
ところ　新庄健康福祉センター 3 階　
　　　　すこやかの間
持ち物　バスタオル・飲み物（水またはお茶）
講師　　西浦　柚帆
　　　　（健康増進課　助産師）
申込み　5 月 1 日㈭ 9：00 ～
　　　　左記の 2 次元コードまたは、
　　　　子育て支援センターへ電話で申込み
　　　　9：00 ～ 17：00 ※土日祝を除く

　お子さんとゆったりと向き合いながら親子でス
キンシップをとり、絆を深めませんか？
　肌に触れてもらっている赤ちゃんの嬉しそうな
笑顔を見ると、大人も思わず笑顔になりますよね。
親子でリラックスした時間をお過ごしください。
　親子の交流の場としてもご利用いただけます。
お気軽にご参加ください。

申込み（1 部）

申込み（2 部）

「ベビーマッサージ」で赤ちゃんとのふれあいを楽しみませんか？

　ファミリー・サポート・クラブとは、こどもが
健やかに育ち、子育てをしている人が、安心して
社会生活できる環境づくりをするため、

「利用会員（子育ての助けをしてほしい人）」と
「援助会員（子育てのお手伝いをできる人）」が
それぞれ会員となり、助け合っていく組織です。

≪こんなときに利用してください≫
〇学童保育や保育所・幼稚園の送迎や、その後の
　預かり
〇お子さんを連れて出かけにくいときの預かり
〇リフレッシュしたいときの預かり　　　など

利用会員ご希望の方
　年間を通して随時会員登録できますので、子育
て支援センターまたはこども・若者サポートセン
ターにお問い合わせください。
　登録には顔写真（タテ３㎝×ヨコ 2.5㎝）１枚
と本人確認書類が必要です。
援助会員ご希望の方
　クラブが実施する養成講座（６講座）を受け　
ていただきます。令和 7 年度は秋頃の開催を予
定しています。
〇心身ともに健全で子育てに理解がある 18 歳以
　上の方
〇自宅または利用される方の家でお子さんを預か
　ることが可能な方（平日 9：00 ～ 17：00 ま
　での間は、子育て支援センターや磐城校区児童
　館を利用していただけます）
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　がん治療による外見の変化に伴う不安や
悩みを軽減し、生活の質の向上に向けた支
援として、医療用ウィッグや乳房補整具の
購入費用の２分の１を助成します（上限
２万円）。
　申請期限は補整具を購入した日の翌日か
ら起算して 1 年以内となります。
※令和６年度購入分の申請期限は、令和８
　年 3 月 31 日まで
　対象者等の詳細は、市ホームページをご
覧ください。

アピアランスケア助成金制度が始まりました

乳房補整具
２万円

（上限）

ウィッグ
２万円

（上限）

詳細は
こちら

禁煙に取り組むあなたを応援します
　禁煙は、薬を使って楽にできる時代です。下
記の医療機関で禁煙治療を受けることができま
す。

令和５年度に策定した第３期健康増進計画「きらり葛󠄀城 21」推進中！
今回は世界禁煙デーにあわせて「嗜好品対策」のたばこについてご紹介します。

　５月 31 日は「世界禁煙デー」
　５月 31 日～６月６日は「禁煙週間」　
　市では、禁煙を応援しています。
　たばこは、様々な病気の原因になります。市
内の 20 歳以上の男女に下記のアンケートを聞い
たところ現在たばこを吸っていると回答した人は、
全体の 15.4％、吸っていないと回答した人は全体
の 84.6％でした。
小・中学校で防煙教室を実施しています
　健康増進課と市民ボランティアが、市内小学
６年生（一部５年生）と中学１年生を対象に、
たばこの害を正しく知ってもらうために健康教
室を行っています。
ボランティア募集中
　喫煙対策を担ってくれる市民ボランティアを
募集しています。活動内容に興味のある方はお
気軽に健康増進課までお問い合わせください。
望まない受動喫煙を防止する
　喫煙は、受動喫煙による周囲への影響も大き
な課題となっています。外での喫煙であれば、
周りへの影響も少ないと考えていませんか？
たばこの煙は 25 ｍ先まで届いています。また、
喫煙後 45 分間は息に有害物質が含まれていま
す。そのため、外で喫煙したからといって、周
りに害がないとは言えません。

医療機関名 電話番号
かつらぎクリニック

（北花内 616-1）月・火のみ 0745（69）0801

よしだクリニック
（西室 191-2） 0745（69）8071

〇禁煙支援医療機関

薬局名 電話番号
いかるが薬局　新庄店

（新庄 122-2） 0745 （60）2735

おしみ薬局
（忍海 315-2） 0745（64）0280

かるがも薬局　尺土店
（八川 133） 0745（48）0710

とろり薬局
（尺土 9-17） 0745（48）0106

〇禁煙支援協力薬局

かッコイイ！吸わないたばこ　飲まないお酒
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※年間の予定は、健康カレンダーでご確認ください各種相談の実施日程

事業 対象 とき 受付時間 ところ

乳幼児健康相談
（予約制）

小学校入学前の乳幼児
5 月 27 日㈫

 9：15 〜 11：15 新庄健康福祉センター
5 月 29 日㈭

保健師・管理栄養士による対面での子育てに関する相談

健康増進課のイベント

いきいき葛城運動塾
　自宅でも簡単にでき、お腹まわりをスリムにで
きる運動を知りたいあなたへ
対象　市内在住の 19 歳以上の方で、ストレッチ  
　　　などの実施に支障のない方
とき　5 月 19 日㈪
　　　14：00 ～ 15：00 ／受付開始 13：40
ところ　ゆうあいステーション　1 階西側
講師　稲垣　牧子さん（健康運動指導士）
持ち物　床に敷くためのバスタオル（ヨガマット）・
　　　　水・タオル
申込み　令和 6 年 4 月１日以降に参加したことの
　　　　ない方は、事前に健康増進課まで申込み
　　　　が必要です。
※人数を制限して体組成測定 ( 筋肉量・脂肪量の
　測定 ) を行います。
※動きやすい服装・靴でお越しください。

誰でも自由に参加できるウォーキング
　季節を楽しみながら、一緒に歩きませんか。
対象　歩くことに支障のない方
とき　かるがもの会　　  5 月 16 日㈮
　　　万年青年歩こう会　6 月 　5 日㈭
集合時間　いずれも 9：00（2 時間程度）
集合場所　新庄健康福祉センター
※費用・申込み不要　
※雨天中止　
※初心者歓迎

KOWAKA 通信

子育てに悩んだら！葛城市こども・若者家庭センター

葛城市こども・若者家庭センター

妊産婦

母子保健 児童福祉

子育て世帯
（保護者）

情報共有・連携
支援方針の検討 家庭相談員などによる

訪問・相談支援
助産師や保健師などによる

訪問・相談支援

こども

　「葛城市こども・若者家庭センター」は、こども・
若者サポートセンターと健康増進課（新庄健康福
祉センター）が共に連携および情報共有に取り組
むもので、妊娠期から概ね 40 歳までの方を対象
に切れ目のない相談支援を行っています。相談内
容に応じて、専門職が他機関と連携し、ご本人の

主体性を尊重し寄り添いながら支援します。
【相談窓口】
○こども・若者サポートセンター
　　　　　　　　　　　【☎ 0745（48）8639】
○新庄健康福祉センター（健康増進課）
　　　　　　　　　　　【☎ 0745（69）9900】
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退去時の注意

蓮花ちゃんと 
   めざそう！

蓮花ちゃんと 
   めざそう！

　

新庄【☎ 0745（69）4646】
當麻【☎ 0745（48）6000】

図書館情報図書館情報

新着図書新着図書
【一般書】
小鳥のさえずり事典　ギレム・ルサフル　當麻館
10 の法則で読むくずし字入門　根本　知　當麻館
令和忍法帖　　　　　　　　青柳　碧人　新庄館

【児童書】
日本語発見ツアー　2　　　 　神永　曉　新庄館
もし、自分に負けそうになったら　　　　　　　
　　　　　　 　 　日本児童文学者協会　 新庄館
はたらく動物病院　　　　　吉田　亮人　當麻館

退去時チェックポイント！
　賃貸アパートやマンションの退去時に、大家や
管理会社から部屋の掃除やリフォーム費用として
高額な請求をされたといった賃貸トラブルの相談
が増えています。

問 商工観光プロモーション課【☎ 0745（44）5111】

　生じた、日焼けや自然消耗、経年劣化などによ
　る変色での壁紙取り替え（通常損耗）は、支払
　う必要はありません。一方、借主が故意・過失
　によって部屋の中に傷や跡、汚れなどを生じさ
　せた場合（特別損耗）は、支払う必要があります。
〇部屋の退去立会いで、貸主側と一緒に部屋の状
　態を確認し、写真などの客観的証拠を残すよう
　にしましょう。精算内容をチェックし、納得で
　きない点は相手に説明を求め、国土交通省が定
　めている「原状回復をめぐるトラブルとガイド
　ライン」を参考に、それぞれの費用負担につい
　て話し合うようにしましょう。
○困ったときや相談したいときは、消費生活相談
　窓口（33 ページ参照）へご相談ください。

アドバイス
○大家や管理会社から部屋の掃除費用を請求され
　たときには、賃貸契約書の記載内容を確認しま
　しょう。
○賃貸借契約書に「クリーニング費用は借主負担」
　という特約が定められている場合は、借主が負
　担することになります。特約が定められていな
　いときは、部屋の借主が通常の生活を送る中で

Let's enjoy Let's enjoy 英語の絵本英語の絵本
 　 　ボランティアグループによる読み聞かせボランティアグループによる読み聞かせ
とき　　5 月 11 日㈰　10：00 ～
ところ　新庄図書館　ふれあいルーム
対象　　幼児～小学校低学年
　　　　※どなたでも参加できます。
絵本　　The Flying Bath　

電子図書館をご利用ください電子図書館をご利用ください
【一般書】（新着）
るるぶ広島宮島　　　　　  JTB パブリッシング
るるぶユニバーサル・スタジオ・ジャパン
公式ガイドブック　　　　  JTB パブリッシング
脱毛先生！悩める女子のために脱毛のすべてを　
するっと教えてください！　　　　　　林　隆洋

【児童書】 （新着）
働くってどういうこと？　　　　　　　関　和之
レストランのおばけずかん　　　　　　斉藤　洋
アニメ版ふしぎ駄菓子屋銭天堂　　　廣嶋　玲子

おはなし会おはなし会
①とき　　5 月 18 日㈰　13：30 ～　
　ところ　當麻図書館　1 階児童閲覧室
　◇絵本：くろねこかあさん
　◇おはなし：きのこのかさ
　☆おはなし：エパミナンダス　ほか
②とき　　5 月 24 日㈯　14：00 ～　
　ところ　新庄図書館　ふれあいルーム
　◇パネルシアター：
　　ひよこちゃんのこんなになっちゃった
　◇大型絵本：ちいさなきいろいかさ
　☆すばなし：かもとりごんべえ　ほか
　※◇小さい子向け　☆大きい子向け
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　春の息吹が感じられる３月 14 日に第 78 回卒
業証書授与式が執り行われました。
　式場は、晴れやかな表情の卒業生、そして彼ら
を見守る保護者や教職員の温かい眼差しで満たさ
れました。卒業証書授与では、一人ひとりの名前
が呼ばれるたびに、3 年間の思い出が蘇り、胸を
熱くする卒業生の姿が見られました。
　校長先生の式辞や来賓のご祝辞では、卒業生た
ちの成長を称える言葉とともに、これからの未来
への期待が語られました。また、在校生代表の送
辞では、先輩たちへの感謝と尊敬の念が込められ、
卒業生代表の答辞では、3 年間の思い出と未来へ
の希望が力強く述べられ、式場からは自然と大き
な拍手が起こりました。
　式後には、友人や先生との別れを惜しむ姿や記
念写真を撮り合う姿などが見られ、新たな旅立ち
への希望に満ちた笑顔が溢れていました。
　卒業生たちは、それぞれの夢に向かって、新た
な一歩を踏み出します。中学校で培った学びと友
情を胸に、卒業生たちは未来で輝かしい活躍をす
ることでしょう。　　　　　　　【文：新庄中学校】

新庄中学校

～ 卒業、新たな旅立ちの時 ～

問 歴史博物館【☎ 0745（64）1414】歴史博物館ガイド

　春季企画展　
　水が育んだ葛城の歴史 ―近世の絵図から探る―

　二上・葛城山麓地域における水と人びとの歴史
を、近世の絵図などから読み解いていきます。
　絵図に描かれた河川やため池の様子から、水と
ともにある当時の地域の風景を想像していただき
たいと思います。
会期　  5 月 10 日㈯～ 7 月 6 日㈰
ところ　歴史博物館１階   特別展示室

　歴史講座　
　企画展記念講演会（葛城学へのいざない）

演題　絵図にみる水と地域の風景
講師　川瀬　理央（当館　学芸員）
とき　5 月 24 日㈯　14：00 ～
ところ　歴史博物館あかねホール　
定員　　200 名（参加無料）
　　　　※定員になり次第締切
申込み　電話または窓口で申込み
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毎月 11日は
人権を確かめあう日です

編

後
集

記

編

後
集

記

自
衛
官
等　
募
集

問 

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

 

橿
原
地
域
事
務
所

☎
０
７
４
４
・
29
・
９
０
６
０

幹
部
候
補
生
（
一
般
）

【
受
付
】
第
2
回 

6
月
6
日
ま
で

【
試
験
日
】
第
2
回 

一
次
試
験
6

月
14
日
、
二
次
試
験
7
月
26
日
～

8
月
1
日
※
歯
科
・
薬
剤
科
、
専

門
（
陸
）、
音
楽
要
員
、
キ
ャ
リ

ア
採
用
幹
部
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
資
格
（
大
卒
程
度
試
験
）】
22
歳

以
上
26
歳
未
満
※
20
歳
以
上
22
歳

未
満
は
大
卒
（
見
込
み
含
む
）。

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含

む
）
は
28
歳
未
満
。

【
資
格
（
院
卒
者
試
験
）】
修
士
課

程
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）
で
20

歳
以
上
28
歳
未
満

幹
部
候
補
曹

【
受
付
】
第
2
回 

6
月
6
日
ま
で

【
試
験
日
】
第
2
回 

一
次
試
験
６

月
14
日
、
二
次
試
験
７
月
26
日
～

８
月
１
日

【
資
格
】
20
歳
以
上
33
歳
未
満

一
般
曹
候
補
生

【
受
付
】
第
2
回 

７
月
１
日
～
９

月
２
日

【
試
験
日
】
第
2
回 

一
次
試
験
9

月
13
日
～
21
日
、
二
次
試
験
10
月

11
日
～
26
日
※
い
ず
れ
か
1
日
を

指
定
し
ま
す
。

【
資
格
】
18
歳
以
上
33
歳
未
満

自
衛
官
候
補
生

【
受
付
】
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

【
試
験
日
】
受
付
後
に
指
定
し
ま

す
。

【
資
格
】
18
歳
以
上
33
歳
未
満

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会

談
し
ま
せ
ん
か
？
個
別
相
談
会
の

お
知
ら
せ
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
5
月
9
日
㈮　
9
時
〜
正
午

　
五
條
市
立
中
央
公
民
館
２
階
研

修
室

（
五
條
市
本
町
３
ー
１
ー
13
）

②
５
月
20
日
㈫　
9
時
〜
正
午

　

奈
良
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
1
階

会
議
室
（
奈
良
市
三
条
本
町
13
ー

１  

は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
内
）

③
5
月
24
日
㈯　
9
時
〜
正
午

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー 

2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
ー
11
）

相
談
料　
無
料（
申
し
込
み
不
要
）

対
応
者　
専
門
看
護
師
、
支
部
役

員
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）、ス
ト
ー

マ
装
具
業
者
（
製
品
展
示
）

問（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
 

奈
良
県
支
部 

事
務
局（
川
崎
）

☎
０
９
０・２
１
１
０・５
０
３
２

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
）
の
方
、
専
門
家
に
相

大
船
渡
市
林
野
火
災
義
援
金

問 
生
活
安
全
課

☎
０
７
４
５
・
44
・
５
０
１
１

　
2
月
26
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市

赤
崎
町
に
て
発
生
し
た
林
野
火
災

で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
義
援
金

の
受
付
の
た
め
、
3
月
13
日
よ
り
、

市
内
の
公
共
施
設
15
ヶ
所
に
募
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
、
被
災

地
に
お
届
け
し
ま
す
。

【
３
月
中
義
援
金
額
】

　
1
万
９
０
１
４
円

【
寄
付
先
】
日
本
赤
十
字
社

【
義
援
金
総
額
】

　
１
万
９
０
１
４
円

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　システムメンテナンスのため、上記の日時にお
いてコンビニ等のマルチコピー機での住民票及び
印鑑登録証明書の発行を一時停止します。
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

コンビニ交付一時休止のお知らせ

5 月 8 日㈭　6：30 〜正午

消防統計3 月（2025 年累計）

火災／ 1 件（6 件）
救急／ 180 件（607 件）
救助／ 2 件（7 件）
葛城消防署  

【☎ 0745（69）7171】

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
交
通
安

全
協
会
様
よ
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。　

　
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
度
よ
り

広
報
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
撮
影
の
為
、
様
々
な
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。(

湯)

お知らせ



イ
ベ
ン
ト
・
募
集

 

子
育
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・
健
康

文
化
・
教
養

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ
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無料相談コーナー
相談 とき ところ 予約

人権・行政・
心配ごと相談

5 月    8 日㈭

9 時〜 12 時

新庄庁舎

不要
▶総務課・人権政策課
　☎ 0745（69）3001
　社会福祉協議会
　☎ 0745（48）3373

5 月 15 日㈭ 歴史博物館（女性相談員）

5 月 22 日㈭ ゆうあいステーション

弁護士による
法律相談

5 月   1 日㈭ 13 時〜 16 時
（1 回 30 分）

當麻保健センター
要 ▶企画政策課

　☎ 0745（44）50165 月 15 日㈭ 新庄庁舎

中南和法律相談 5 月   8 日㈭ 13 時〜 16 時
（1 回 30 分） 新庄庁舎 要 ▶奈良弁護士会

　☎ 0742（22）2035

消費生活相談
（できるだけ電話
　で相談ください）

毎週月曜日
㊡ 5 日㈷

10 時〜 16 時

新庄庁舎
☎ 0745（44）5111

不要 ▶商工観光プロモーション課　
　※架空請求や悪質商法など

毎週木曜日 御所市役所
☎ 0745（62）3001（内 253）

子ども・若者
サポート相談

平日 9 時〜 17 時
（第 2・4 土曜は事前予約者のみ） こども・若者サポートセンター ※

▶こども・若者サポートセンター
　☎ 0745（48）8

ハローサンキュー
639　

※相談内容により要予約。妊娠・出産・子育て・不登校・自立などの悩み相談。

若者自立の
ための相談

5 月 21 日㈬ 14 時〜 17 時 こども・若者サポートセンター 要 ▶若者サポートステーションやまと
　☎ 0744（44）2055

※ 15 〜 49 歳の方の進路・就職などの悩みを、キャリアコンサルタントなどが対応。

健康相談
介護相談

毎週火曜日
㊡ 6 日㈷ 10 時～ 12 時 いきいきセンター 不要 ▶地域包括支援課

　☎ 0745（44）3455
※第 1・3 火曜日はケアマネジャー、第 2・4・5 火曜日は看護師が担当（休館日を除く）。

女性カウンセラー
による

女性の悩み相談

5 月 8 日㈭ 13 時 30 分〜
16 時 30 分

（1 回 50 分）

こども・若者サポートセンター
要 ▶人権政策課　

　☎ 0745（44）50055 月 22 日㈭ 新庄庁舎

増改築・耐震
相談 5 月 25 日㈰ 9 時〜 12 時 中央公民館 不要

▶葛城市建築組合
　☎︎ 0745（69）3248（生野）
　☎ 0745（69）2753（藤井本）

手話通訳者の
設置

毎週水曜日
13 時〜 17 時

新庄庁舎
不要

▶社会福祉課
　FAX 0745（43）8186
    （聴覚障がい者等専用）毎週金曜日 當麻庁舎

おもちゃ病院 5 月 20 日㈫ 10 時〜 14 時
（受付 13 時まで）

リサイクルプラザ
（笛堂 277-1） 不要

▶環境課
　☎ 0745（44）5004
　※部品代は実費

今月の
休館・休園日

5 月 6 月
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
１ ２ ３ ４ 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

図書館（新庄・當麻） 休 休 休 休 休 休 ※ 休
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 休 休 休

イベント、無料相談、休館・休園などは、変更となる場合があります。　　　　　　　　                               ※整理休館日
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まちのニュース
葛城市内のイベントをレポートします

祝
１
０
０
歳
！
ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
坂
本
春
子
さ
ん
が
、
3
月
3
日

に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
戦
中
戦
後
の
苦
労
を
乗
り
越
え

な
が
ら
、
家
族
を
支
え
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
弟
を
戦
争
で
亡
く
す
悲

し
み
を
抱
え
つ
つ
も
、
80
歳
ご
ろ

ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
場
に
勤
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
旅
行
が
お
好

き
で
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な

が
ら
、
気
分
転
換
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
・
自
分
ら

し
く
自
然
体
で
過
ご
す
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

　
お
元
気
で
、
ご
長
寿
を
重
ね
て

く
だ
さ
い
。

　「相撲発祥の地・葛󠄀城市」を知ってもらい、
力士のソウルフードである「ちゃんこ鍋」を
身近に感じてもらいたい！との思いからス
タートした「けはやちゃんこ鍋通信」第五弾！
　３月 11 日、「第 2 回けはやちゃんこ鍋コ
ンテスト」決勝戦で東の大関賞に輝いた「き
もち♡鍋（レシピは白鳳中学校生徒考案）」
をベースにしたちゃんこ鍋が給食で提供され
ました（市内の幼稚園・小中学校に約 3670
食提供）。
　レシピを可能な限り再現しつつ、大量に調
理しやすいように、つくねに入っていた梅干
しはスープの中に入れ風味をいかしました。
キムチと味噌の相性抜群のちゃんこ鍋で、お
かわりをする生徒も多く、大好評でした。
　今後も入賞作品が給食として提供された
り、レトルト食品として発売されたりするか
もしれません。楽しみにお待ちください。

【メニュー】きもち♡鍋、ごはん、牛乳、
そぼろどんの具、小魚とひじきのサラダ

問 商工観光プロモーション課【☎ 0745（44）5111】

けはやちゃんこ鍋通信
～ちゃんこ鍋の世界へようこそ～

　

こ
い
の
ぼ
り

問 

環
境
課

☎
０
７
４
５
・
44
・
５
０
０
４

　
４
月
14
日
よ
り
葛
城
山
麓
公
園

に
お
い
て
、
大
小
色
と
り
ど
り

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
ま

す
。
新
緑
の
芝
生
の
上
を
雄
大
に

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
の
景
色
を
是
非

お
楽
し
み
下
さ
い
。
こ
い
の
ぼ
り

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
使
わ
な

く
な
っ
た
も
の
を
寄
付
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
て
あ
げ
な
く
な
っ
た
！
な
ど

で
ご
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

設置期間　5 月 25 日㈰まで
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　国の重要無形民俗文化財（民俗芸能）に指定さ
れた、當麻寺練供養が、當麻寺で執り行われまし
た。
　當麻寺練供養は、奈良時代に當麻寺で出家した中
将姫が、阿弥陀如来や二十五菩薩によって極楽浄土
に迎えられたという伝説の再現劇で、1000 回以上
開催されています。
　当日は市内外問わず大勢の参拝者が練供養を見に
訪れました。
　約 300 年前の菩薩装束を復元新調した色鮮や
かな衣装を身にまとい、来迎橋を練り歩く姿は多
くの感動を与えてくれました。

4
14 當麻寺練供養が執り行われました

菜の花まつりアースデイinかつらぎ　開催4
5

　中央公民館で菜の花まつりが開催されました。
天候にも恵まれ、多くの方に来場いただきました。
　30 店舗を超えるフリーマーケットや飲食店の
ほか、環境パネル展示、小ホールでは各種団体に
よる活動発表が行われました。
　また、廃食油の回収や、廃食油を使用したエコ
キャンドルづくりにはたくさんの方に参加してい
ただきました。
　満開の桜のもと、菜の花を楽しみながら、地球
の環境を考える素敵な 1 日となりました。
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〒
639-2195　
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】
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.city.katsuragi.nara.jp/

防
災
無
線
放
送
メ
ー
ル
配
信
中
　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

放
送
電
話
応
答
　
☎
0745（

43）
6801

広
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つ

ら
ぎ

2025

5

我が家の

かつらキッズ

メール

google
フォーム2歳 井山 碧

あ お と

絃ちゃん2歳

広報かつらぎ
音訳データ

かつらぎ
てれび

葛󠄀城市
観光サイト

葛城市公式
LINE

葛城市
ホームページ

広報かつらぎ
PDFファイル

【写真募集】
市内在住の 3歳以下のお子さん（申込み時
点で 3歳であれば掲載可）、写真（縦）を下
記の google フォームかメールで申し込んで
ください。
※掲載は 1人 1回　
※申込順で随時掲載
問 秘書広報課【☎ 0745（44）5015】 詳細

蓮花ちゃんぬいぐるみ 完成！蓮花ちゃんぬいぐるみ 完成！
葛城市のマスコットキャラクター「蓮花ちゃん」の
ぬいぐるみが完成しました！
大小２サイズあり、抱っこしたり飾ったりできます。
（大は 50cmサイズ、小は 20cmサイズ）
完成を記念して、市内の小学校・保育所（園）・こども園・
幼稚園などへプレゼントしました。

磐城第２保育所 當麻第 1保育所

問 商工観光プロモーション課【☎ 0745（44）5111】

西川 楓
ふ う か

夏ちゃん 1歳 圡庫 俐
り と

翔ちゃん 0歳 福井 誠
せいだい

大ちゃん


	R7.5月-表紙.pdf
	R7.5月-広告なし .pdf
	R7.5月-表紙

